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回
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五
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〕
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期
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オ
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ト
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リ
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…
…
…
・
以
上
第
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回
・
完
〔
本
号
〕

　
　
　
〔
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五
　
新
た
な
る
模
索
期
（
一
九
六
〇
年
代
ー
）

　
　
　
　
　
　
〔

　
　
　
e
　
保
護
・
防
衛
諸
政
策
の
矛
盾
過
程

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
が
異
常
な
ま
で
の
長
期
的
好
況
期
を
続
け
て
い
る
一
九
世
紀
後
半
、
他
方
で
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
が
達
成
し
つ
つ
あ
つ
た
高



生
活
水
準
を
維
持
す
る
た
め
の
政
策
が
す
で
に
準
備
さ
れ
始
め
た
。
一
九
世
紀
最
後
の
十
年
間
を
襲
つ
た
大
不
況
が
、
こ
れ
ら
二
〇
世
紀
、
最
初

の
数
十
年
を
彩
つ
た
保
護
・
防
衛
的
諸
政
策
等
を
活
性
化
さ
せ
た
。
連
邦
結
成
が
そ
の
一
つ
の
指
標
で
あ
る
と
と
も
に
、
そ
の
政
策
の
全
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
的
統
一
化
が
押
し
進
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
諸
政
策
に
守
ら
れ
つ
つ
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
産
業
・
経
済
は
順
調
に
発
達
し
て

い
つ
た
（
第
5
1
1
表
）
。
し
か
し
、
そ
の
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
も
、
今
日
、
次
な
る
発
展
を
求
め
る
た
め
に
は
、
新
し
い
諸
政
策
が
要
請
さ
れ
る
よ

う
に
な
つ
て
ぎ
た
。
そ
の
傾
向
は
、
戦
後
の
経
済
発
展
の
過
程
の
中
か
ら
生
ま
れ
、
旧
来
の
諸
政
策
の
見
直
し
あ
る
い
は
廃
棄
を
促
す
も
の
で
あ

つ
た
。
そ
の
よ
う
な
過
程
に
至
る
変
化
に
つ
い
て
ま
ず
考
察
し
て
み
た
い
と
思
う
。

　
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
戦
後
の
経
済
・
社
会
発
展
を
支
え
た
の
は
、
保
護
・
防
衛
的
諸
政
策
以
外
に
は
、
一
九
四
七
年
か
ら
開
始
さ
れ
た
積
極
的

な
移
民
の
導
入
と
新
た
に
ア
メ
リ
ヵ
を
加
え
た
ア
ン
グ
ロ
・
サ
ク
ソ
ン
系
の
外
資
導
入
で
あ
つ
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
（
第
5
－
2
表
コ
ラ
ム
⑥
）
。
大

量
移
民
導
入
政
策
が
実
施
さ
れ
た
理
由
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
O
第
二
次
世
界
大
戦
中
、
日
本
の
攻
撃
を
受
け
て
、
人
口
の
少
な
さ
が
防
衛
上

の
致
命
的
欠
点
だ
と
い
う
こ
と
を
確
認
し
得
た
こ
と
、
白
人
に
よ
る
内
陸
部
の
開
発
と
と
も
に
大
陸
北
部
側
か
ら
の
攻
撃
に
備
え
て
人
口
を
分
散

さ
せ
る
こ
と
の
必
要
性
か
ら
人
口
増
加
が
急
務
と
さ
れ
た
。
⇔
一
九
三
〇
年
代
よ
り
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
人
の
出
生
率
が
下
降
し
労
働
力
不
足
が
懸

念
さ
れ
た
こ
と
（
第
5
－
2
表
コ
ラ
ム
③
）
。
日
移
民
増
は
労
働
力
の
増
加
と
と
も
に
資
本
を
も
た
ら
し
、
オ
コ
ス
ト
ラ
リ
ア
国
内
市
場
の
拡
大
を
可

飽
と
さ
せ
る
の
で
結
果
的
に
は
経
済
成
長
を
容
易
に
す
る
、
と
い
つ
た
こ
と
か
ら
で
あ
る
（
匹
賊
目
．
＝
廼
匪
．
同
。
二
〔
る
。
。
昌
召
農
ー
藤
Q
。
・
）
。
年
率
一

パ
ー
セ
ソ
ト
の
人
口
増
を
移
民
に
よ
つ
て
ま
か
な
お
う
と
す
る
こ
の
移
民
計
画
は
、
年
間
七
万
人
を
移
住
さ
せ
る
こ
と
に
な
つ
て
い
た
（
亀
8

冨
ミ
〕
召
笛
1
ら
。
・
）
。
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
こ
の
時
点
で
は
白
豪
主
義
に
よ
つ
て
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
人
等
有
色
人
種
は
移
民
計
画
の
中
に
含

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

ま
れ
て
は
い
な
か
つ
た
（
一
九
〇
一
年
か
ら
の
長
期
的
に
み
た
移
民
者
の
内
訳
は
第
5
－
3
・
4
表
に
示
さ
れ
て
い
る
）
。

　
し
か
し
大
き
な
問
題
が
そ
の
過
程
で
生
じ
た
。
す
な
わ
ち
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
は
戦
後
、
経
済
的
に
も
軍
事
的
に
も
英
国
よ
り
離
れ
米
国
に
そ

の
多
く
を
依
存
す
る
よ
う
に
な
る
と
と
も
に
、
日
本
を
含
め
た
ア
ジ
ア
諸
国
、
と
く
に
極
東
・
東
南
ア
ジ
ア
と
の
関
連
を
深
め
る
よ
う
に
な
つ
た
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第5－1表　製造工業生産伸率、1901－1957

1957（1901－100）　年平均伸率（％）

オーストラリア

フランス

西ドイツ（ザールを除く）

英　　国

アメリカ合衆国

カナダ＊

アノレゼンチン＊

1，006

　356

　505

　371

　903

　968
1．217

4．2

2。3

2．9

2．4

4．0

4．0

4．4

第5－2表

　　＊　カナダ、アルゼンチソ、1899－100

　資料出所：C．Forster〔1970〕p．126．

産業・人口・労働力・生産性及び資本流入・貿易収支（1861一て975／76）

＼
（年問伸率％） （総額＄m）一

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
歴
史
的
発
展
と
現
代
の
諸
問
題
（
一

1）実質国内総
　生産G　D　P
（1959／60価格）

2）入口

自然増　移民合計

3）労働4）国民一5）労働者一6）資本7）貿易
　力　　　人当り　人当りの　流入　　収支
　　　　の　　　GDP　　＄m　＄m
　　　　G　D　P

完
）

1861－70

1871－80

1881－90

1890一一1900

1900／01－1910／11

1910／11～1913／14

1913／14－1918／19

19｝9！20－1927／28

ユ928／29一一1931／32

1932／33－1938／39

ユ939／40－1947／48

1948／49－1953／54

1953／54－1962／63

1962／63－1973／74

1973／74一一1975／76

％
2
6
3
4
　
　
1
6
8
4
　
　
1
4
9
　
8
0
2
1

5。

5，

4．

3．

1．

　
a
　
　
　
a
4
　
5
　
L

　
　
　
　
　
　
　
　
一
　
　
　
一

％
7
1
1
7
　
　
5
7
5
4
　
　
0
8
1
　

4
4
1
9

Z
2
2
L
　
L
L
L
L
　
L
α
L
　
L
L
L
α

％
2
0
5
1
　
1
3
一
7
　
一
1
1
　
2
8
7
3

L
L
L
O
。
　
α
L
　
O
。
　
　
α
α
　
L
α
α
α

％
9
1
6
8
　
6
0
5
1
　
　
0
9
2
　
6
2
8
2

a
　
a
　
3
。
L
　
　
　
L
　
a
　
L
　
2
．
　
　
　
1
。
0
。
L
　
　
　
a
　
a
　
L
　
1
．

％

　2．3

　4。0

　0．9

　2．4

－4．8

　3．3

　1．5

　1．9

　1。9

　2．6

　0．7

　　％
　1．3

　2．5

　0．7

－0．4

　2．5

　2．8

－3．3

　1．3

－4．1

　2．6

　2．9

　1．1

　1．8

　3．4

一α1

％

　1．7

－0．4

－2．7

　1．4

　1．8

　0．1

　2．4

　1．9

　2．1

　2．7

　0．4

9
4
4
2
　
4
7
7
9
　
9
7
4
　
7
8
0
1

　
1
3
1
　
　
1
5
4
　
6
1
1
　
7
0
6
5

　
　
　
　
　
『
　
　
　
　
『
　
3
5
9

5
4
7
3
　
4
3
7
5
　
5
9
8
　
1
9
5
8

　
　
1
1
　
3
1
1
1
　

1
5
9
　
4
8
9
0

　
　
　
［
　
一
［
　
『
　
一
一
一
　
一
　
－

資料出所：E．A。Boehm，〔1979（2nd．ed．）〕pp．18－19．

三
六
（
三
六
）
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第5－3表海外生誕者出身地域別人口（移民供給国、1901－1976）

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
歴
史
的
発
展
と
現
代
の
諸
問
題
（
一

蓼凋ランド共和国｝

北アメリカ1）

中央・南アメリカ2）

ヨF・ロツノ受

アジア

オセアニア
ニュージーランド

アフリカ

その他

合計4）

3
｝

総　　人　　口5）

679，159　590，722

1B，6a7　9，718

1，900　1，560

74，673　73，601

‘7，014　36，730

36，151　35，278

2，869

5，203

857，576

4，958

4，238

756，865

3・773・80114・455・005

1921

673，403

10，267

1，805

70，841

30，477

42，130

6，775

3，708

839，579

1933

712，458

10，058

1，521

94，900

24，840

49，473

1947

541，267

10，293

1，337

110，3S9

24，096

48，027

7，821　7，537

2，051　　g77

903，273　744，187

脚3gl乳579・358

664，205　755，些02

12，777　16，80恥

1，719　　　2，218

490，859　8塁0，810

51，581　75，056

48，516 55，044

　15，826　287599

　　668　　　439

1，286，4661，778，780

1971

1，088，210

　貞2，873

　12，879

1、108，268

　167，226

56，750

　61，935

　　435

2，579，318

8・986・530110・508・18612・755・638

1976

1，117，600

　45，001

　35，731，

1，093，217

239，952

115，394：

　70，510・

　　322

2，718，832召

5，435，734 13，548，448

完
）

第5－4表移民供給地域別割合（％）（1901－1976）

勢男ランド共稠｝

北アメリカ1）

中央・南アフリカ2）

ヨrロツノ受

アジア　　　　　3）

茎芸zヌランド／

アフリカ

その他

合計4）

対全人口比率

1901

79．2

1．2

0．2

8．7

5．5

4．2

　0．3

　0．6

100．O

22．7

1911

78．0

1．3

0。2

9．7

4．7

4．7

　O．7

　0．6

100．0

17．0

1921

80．2

1．2

0．2

8．4

3．6

5．0

　0．8

　0．4

100．0

15．4

1933

78．8

1．1

O．2

10．5

2．7

5。5

　0．9

　0．2

100．0

13．6

1947

72．7

1．4

0．2

14．8

3．2

6。5

　1．0

　0．1

100．0

9．8

1954

51．6

0．9

0．1

38．2

4．0

3．8

1．2

100。0

14．3

1961

42．5

0．9

0．1

47．3

4．2

3．1

1．6

100．0

16．9

1971

42．2

1．7

0．5

42．9

6．5

3．8

2．4

100．0

20．2

1976

41．1

1．7

1．3

40．2

8．8

4．2

2．6

100．0

20．1

七

（

七
）

5－3・4表共通
　1）　アメリカ合衆国，カナダ

　2）西イソド諸島，その他南・中央アメリカ

　3）太平洋諸島，パプア・二昌一ギニア，『ナウル，ニュージーラソド

　4）合計には、ノーフォーク島、クリスマス諸島、ココス諸も島含まれるので英国からその他までの合計と若干

　　異なる。

　5）不明も含まれるo

資料出所＝Department　of　I㎜igration　and　Ethnic　Affairs〔1979〕pp．12－13。
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オ
ー
ス
ト
ヲ
リ
ア
の
歴
史
的
発
展
と
現
代
の
諸
問
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へ
三
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完
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
八
　
　
（
　
　
三
八
）

　
　
　
（
2
）

か
ら
で
あ
る
。
（
第
5
－
5
表
）
。
そ
の
結
果
、
英
国
人
あ
る
い
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
中
心
の
移
民
制
限
政
策
で
あ
る
「
白
豪
主
義
」
は
大
き
な
栓
楷
と

な
つ
て
き
た
。
人
種
差
別
政
策
が
緩
和
さ
れ
始
め
た
の
は
一
九
五
六
年
頃
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
非
西
洋
人
も
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
国
内
に
一
五

年
在
住
し
た
場
合
、
永
住
権
を
持
つ
資
格
が
与
え
ら
れ
る
（
西
洋
人
は
当
時
五
年
で
資
格
が
与
え
ら
れ
て
い
た
）
と
い
う
の
が
最
初
の
ス
テ
ッ
プ
と
さ

れ
る
。
一
九
五
八
年
に
は
、
ヨ
ー
・
ッ
パ
語
書
取
り
試
験
の
廃
止
、
一
九
六
六
年
に
は
一
五
年
在
住
制
限
の
撤
廃
に
ょ
つ
て
い
わ
ゆ
る
白
豪
政
策

は
終
焉
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
後
も
非
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
移
民
者
数
を
年
九
千
人
以
内
に
制
限
す
る
と
い
う
実
質
上
の
差
別
が
続
け
ら
れ
て
い
た
。

そ
の
障
壁
が
取
り
除
か
れ
た
の
は
、
一
九
七
二
年
の
労
働
党
政
権
の
誕
生
に
よ
つ
て
で
あ
る
。
そ
の
後
は
、
一
九
七
〇
年
代
後
半
に
な
り
、
積
極

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

的
に
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
難
民
を
含
め
た
イ
ソ
ド
シ
ナ
半
島
か
ら
の
難
民
を
受
け
入
れ
る
ほ
ど
に
な
つ
た
の
で
あ
る
。

　
こ
う
し
た
変
化
は
、
確
か
に
人
道
上
の
問
題
を
考
慮
し
た
も
の
で
も
あ
ろ
う
が
、
そ
れ
以
上
に
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
が
ア
ジ
ア
諸
国
と
積
極
的
に

関
連
を
深
め
る
と
い
う
現
実
的
な
目
的
が
あ
つ
た
か
ら
で
も
あ
る
。
と
く
に
軍
事
的
に
み
れ
ば
、
一
九
四
九
年
の
共
産
中
国
の
成
立
、
冷
戦
構
造

の
長
期
化
、
北
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
の
問
題
、
こ
れ
ら
は
す
べ
て
共
産
主
義
の
脅
威
を
身
近
に
感
じ
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
が
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
と
つ

て
み
れ
ば
東
南
ア
ジ
ア
の
安
定
こ
そ
な
に
に
も
ま
し
て
重
要
な
こ
と
で
あ
つ
た
（
頃
且
Φ
ロ
鶏
。
。
〕
召
冨
ー
葵
）
。
こ
れ
ら
は
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
移

民
制
限
の
撤
廃
だ
け
に
限
ら
ず
、
貿
易
関
係
の
促
進
、
ア
ジ
ア
か
ら
の
留
学
生
受
け
入
れ
、
あ
る
い
は
技
術
援
助
、
軍
事
援
助
な
ど
に
よ
る
総
合

的
な
人
的
・
物
的
交
流
に
よ
つ
て
こ
そ
十
分
に
達
成
さ
れ
る
も
の
で
あ
つ
た
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
も
、
移
民
制
限
政
策
を
中
心
と
し
た
「
白
豪

主
義
」
は
新
し
い
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
国
際
環
境
の
出
現
と
と
も
に
見
直
し
・
廃
棄
が
必
要
と
さ
れ
た
の
で
あ
り
、
ま
た
さ
れ
る
べ
き
な
の
で
あ

つ
た
。

　
と
こ
ろ
で
、
こ
う
し
た
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
国
際
環
境
の
変
化
と
と
も
に
同
じ
よ
う
に
問
題
に
な
つ
て
き
た
の
が
保
護
貿
易
で
あ
る
。
一
方

で
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
は
ア
ジ
ア
と
の
関
連
を
深
め
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
発
言
し
つ
つ
、
他
方
で
高
い
関
税
障
壁
を
張
り
め
ぐ
ら
し
た
ま
ま
で
ア

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

ジ
ア
と
の
交
流
・
貿
易
を
阻
害
し
て
い
た
の
で
は
政
策
上
の
矛
盾
が
生
ま
れ
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
と
く
に
、
東
南
・
極
東
ア
ジ
ア
諸
国
に
お
い
て
、
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従
来
、
農
業
社
会
と
考
え
ら
れ
て
い
た
国
々
も
、
今
日
で
は
急
速
な
工
業
化
を
進
め
、
と
く
に
労
働
集
約
型
産
業
製
品
に
お
い
て
は
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
国
内
の
同
種
の
産
業
に
相
当
な
脅
威
を
与
え
始
め
た
。
現
在
の
と
こ
ろ
、
こ
う
し
た
産
業
（
衣
料
品
、
は
き
物
、
繊
維
、
木
製
家
具
、
機
械
製
品
・

部
品
、
化
学
製
品
）
の
多
く
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
お
い
て
は
政
府
に
よ
つ
て
関
税
を
は
じ
め
と
し
て
様
々
な
形
で
保
護
さ
れ
て
い
る
場
合
が
多

い
（
第
5
－
6
表
）
。
ま
た
、
ア
ジ
ア
工
業
諸
国
の
う
ち
、
韓
国
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
香
港
、
台
湾
な
ど
は
、
十
分
に
労
働
賃
金
が
高
く
な
り
、
現
在

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

は
高
い
経
済
成
長
を
背
景
に
、
労
働
集
約
型
産
業
か
ら
資
本
集
約
型
産
業
・
高
度
テ
ク
ノ
・
ジ
ー
開
発
産
業
へ
と
徐
々
に
移
行
し
よ
う
と
さ
え
し

て
い
る
。
こ
う
し
た
動
き
に
対
し
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
が
さ
ら
に
高
い
関
税
障
壁
で
対
抗
す
る
こ
と
は
、
ア
ジ
ア
地
域
及
び
太
平
洋
地
域
に
お
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

て
共
存
共
栄
を
計
る
、
あ
る
い
は
指
導
的
な
地
位
に
立
と
う
と
す
る
な
ら
ば
不
都
合
な
こ
と
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
こ
う
し
た
観
点
に
立
つ
と

す
れ
ば
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
自
身
、
ア
ジ
ア
を
含
む
第
三
世
界
工
業
諸
国
と
労
働
集
約
部
門
で
対
立
す
る
よ
り
は
、
よ
り
積
極
的
に
産
業
構
造
の

転
換
、
す
な
わ
ち
労
働
集
約
型
産
業
か
ら
資
本
集
約
型
産
業
あ
る
い
は
情
報
・
知
識
集
約
型
産
業
へ
の
転
換
と
同
時
に
、
国
内
指
向
か
ら
輸
出
指

向
へ
と
そ
の
工
業
の
重
心
を
移
し
て
行
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
す
な
わ
ち
、
国
際
環
境
の
変
化
に
適
応
す
る
と
い
う
マ
ク
ロ
な
視
点
に
立
つ
て
保
護

関
税
を
中
心
と
す
る
産
業
保
護
政
策
を
考
え
な
お
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
つ
て
い
る
の
で
あ
る
（
ω
H
国
〔
一
。
置
〕
署
・
霧
ー
奉
）
。

　
し
か
し
保
護
政
策
に
関
連
し
て
問
題
は
こ
れ
に
尽
き
る
の
で
は
な
い
。
す
な
わ
ち
、
国
内
社
会
状
況
と
の
関
連
で
あ
る
。
保
護
関
税
を
は
じ
め

と
す
る
産
業
保
護
政
策
は
、
そ
の
目
的
を
幼
稚
産
業
を
保
護
・
育
成
す
る
と
い
う
点
に
あ
る
。
し
か
し
そ
れ
も
行
き
過
ぎ
る
と
問
題
を
生
む
。
本

来
、
保
護
政
策
の
基
本
的
目
標
は
、
O
重
要
産
業
が
輸
入
製
品
と
競
合
す
る
場
合
、
輸
入
品
に
対
し
高
関
税
を
課
す
、
輸
入
量
・
輸
入
額
を
制
限

す
る
と
い
つ
た
手
段
を
取
る
こ
と
に
よ
つ
て
そ
の
産
業
を
保
護
す
る
と
同
時
に
、
◎
当
該
産
業
の
製
品
が
価
格
に
お
い
て
、
ま
た
品
質
に
お
い
て

保
護
な
く
し
て
、
あ
る
い
は
少
な
い
保
護
の
も
と
で
も
、
輸
入
品
に
対
し
て
十
分
対
抗
し
得
る
よ
う
、
当
該
産
業
が
経
営
合
理
化
・
革
新
を
通
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

て
発
展
す
る
こ
と
を
要
求
す
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
往
々
に
し
て
高
い
関
税
あ
る
い
は
手
厚
い
保
護
の
も
と
、
保
護
政
策
の
第
一
の
目
的
ば

か
り
を
追
求
し
、
第
二
の
目
的
を
お
ろ
そ
か
に
す
る
こ
と
が
多
い
。
す
な
わ
ち
、
合
理
化
・
技
術
革
新
を
次
々
と
展
開
す
る
た
び
に
労
使
紛
争
を

　
　
　
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
歴
史
的
発
展
と
現
代
の
諸
間
題
（
三
・
完
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
九
　
　
（
　
　
三
九
）
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第5－5表オーストラリアの貿易（地域別）パターン、1950－51－1975－6

（1）1950－51 （2）1960－61 （3）1970－71 （4）1975－76

イギリス 33 24 11 4

輸
アメリカ合衆国 15 8 10 8

EEC 23 16 9 9
アジア 12 30 39 45

出
⑧

｛日　本

その他のアジァ
6
6

17

13

26

13

30

15

その他 17 22 31 34

100 100 100 100

イギリス 48 31 21 14

アメリカ合衆国 8 20 25 20
輸

EEC 9 12 13 14

アジア 17 16 20 31

入
｛日　本

その他のアジァ
2
1
5

6
1
0

146 20

11

その他 18 21 21 21

100 100 100 100

100

14

20

14

31

20

11

21

100

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
歴
史
的
発
展
と
現
代
の
諸
問
題
（
三
・
完
）

a）　再輸出は含まず。

資料出所・Industries　Assistance　Commissめ皿〔1977〕p．102。

　　　第5－6表東南アジアからの輸入品と産業保護（1977－78年）

アジアからの輸入1） 有効関税率2）　名目関税率2）

A）市場占有率　B）全輸入中に占める割合

食品・飲料・タバコ

繊　維

衣料・はぎ物

木材・木工製品・家具

紙・印刷物

石油・石炭・化学製品

非鉄金属

金　　属

金属製品

自動車・車輌

その他の機械・設備

その他の製造品

1．4（％）

11．7

14．1

4．5

1．3

4．0

0．8

0．7

1．4

1．1

1．6

5．7

18．2（％）

29．0

61．8

41．3

7．6

12．0

7．6

8．5

12．4

3．6

3．5

21．1

13（％）

57

149

18

29

18

　5

14

32

61

21

27

1）市場占有率、資料・Buleau　of　Industly　Econolnics〔1981〕p．52．

2）資料・Industrjes　Assistance　Co斑mission〔1980〕pp．26－27．

（アジア聴聖でフィリ財タイ・シンガポ～マレー夙酷甑台湾）

7（％）

26

64

13

16

7
4
6

21

30　　　　　四
　　　　　〇17

20

　　　　　四
　　　　　〇

　　　　　）
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起
こ
し
て
経
営
上
の
ト
ラ
ブ
ル
を
起
こ
す
よ
り
は
、
む
し
ろ
現
状
を
維
持
す
る
、
あ
る
い
は
合
理
化
そ
の
も
の
を
軽
視
す
る
と
い
つ
た
こ
と
が
生

　
　
　
　
　
（
8
）

じ
る
場
合
が
あ
る
。
そ
の
結
果
は
ど
う
な
る
で
あ
ろ
う
か
。

　
そ
れ
は
、
高
物
価
、
イ
ン
フ
レ
と
な
つ
て
結
果
す
る
。
品
物
の
良
し
悪
し
に
か
か
わ
り
な
く
国
内
・
輸
入
製
品
は
高
く
な
る
。
高
い
物
を
買
わ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

さ
れ
る
の
は
消
費
者
で
あ
る
。
消
費
者
と
い
つ
て
も
、
そ
れ
は
生
産
労
働
者
の
も
う
一
つ
の
局
面
を
さ
す
言
葉
に
す
ぎ
な
い
か
ら
、
強
制
仲
裁
制

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
10
）

度
を
有
効
に
利
用
し
て
賃
上
げ
を
要
求
す
る
こ
と
に
な
る
。
賃
上
げ
を
認
め
れ
ぼ
企
業
の
収
益
は
落
ち
る
の
で
物
価
上
昇
へ
響
く
。
合
理
化
・
技

術
革
新
に
対
し
て
は
職
業
別
組
合
に
立
脚
し
た
労
働
組
合
の
強
力
な
反
対
が
あ
る
。
と
な
れ
ば
、
企
業
と
し
て
は
関
税
等
の
上
昇
を
政
府
に
要
求

す
る
こ
と
と
な
る
。
他
方
で
第
一
次
生
産
品
の
輸
出
で
生
計
を
た
て
る
農
業
・
牧
畜
業
者
は
高
い
経
営
上
必
要
な
物
品
の
購
入
を
強
い
ら
れ
る
と

同
時
に
自
国
の
関
税
障
壁
に
対
す
る
輸
出
相
手
国
の
対
抗
的
関
税
障
壁
に
よ
つ
て
競
争
力
を
減
少
さ
せ
る
可
能
性
に
さ
ら
さ
れ
る
。
そ
う
し
た
場

合
、
政
府
の
補
助
に
よ
つ
て
競
争
力
を
回
復
す
る
必
要
が
あ
る
。
政
府
補
助
は
税
金
に
よ
つ
て
ま
か
な
わ
れ
る
の
で
国
民
生
活
が
苦
し
く
な
る
。

し
か
も
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
は
一
九
六
〇
年
代
後
半
よ
り
急
速
な
資
源
産
業
の
発
展
と
資
源
開
発
の
進
展
が
始
り
、
海
外
よ
り
莫
大
な
開
発
資
本

が
流
入
し
て
い
る
。
と
く
に
、
石
油
価
格
の
上
昇
と
と
も
に
石
油
油
田
開
発
が
盛
ん
に
な
る
と
こ
の
傾
向
が
助
長
さ
れ
た
。
資
本
の
流
入
は
、
オ

！
ス
ト
ラ
リ
ア
・
ド
ル
ヘ
の
需
要
を
意
味
す
る
の
で
ド
ル
切
上
げ
圧
力
が
強
く
な
り
、
政
府
は
、
ド
ル
切
上
げ
を
せ
ざ
る
を
得
な
い
（
5
0
〔
お
。。
昌

マ
5
）
。
こ
う
な
る
と
、
輸
入
品
の
価
格
が
下
が
る
の
で
、
国
内
産
業
は
よ
り
高
い
保
護
関
税
を
要
求
す
る
こ
と
に
な
る
し
、
輸
出
価
格
が
逆
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
1
）

高
く
な
る
第
一
次
セ
ク
タ
ー
は
、
競
争
力
確
保
の
た
め
に
政
府
に
補
助
を
要
求
す
る
こ
と
と
な
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
保
護
貿
易
へ
の
悪
循
環
的

な
要
求
が
強
化
さ
れ
て
い
く
。
こ
こ
に
至
つ
て
、
こ
う
し
た
悪
循
環
を
断
ち
切
る
た
め
に
は
思
い
切
つ
て
自
由
貿
易
の
哲
学
に
従
つ
て
関
税
障
壁

あ
る
い
は
保
護
政
策
の
廃
棄
・
縮
小
を
緊
急
に
行
な
う
必
要
が
あ
る
と
い
つ
た
批
判
が
生
ま
れ
て
く
る
。
そ
し
て
一
九
世
紀
か
ら
の
保
護
か
自
由

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
2
）

か
の
貿
易
論
争
が
む
し
か
え
さ
れ
て
く
る
の
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
強
制
仲
裁
制
度
に
は
ど
の
よ
う
な
問
題
が
生
じ
た
で
あ
ろ
う
か
。
強
制
仲
裁
制
度
の
基
本
的
目
的
は
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
全
体
を

　
　
　
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
歴
史
的
発
展
と
現
代
の
諸
問
題
（
三
・
完
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
｝
　
　
（
　
　
四
一
）
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オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
歴
史
的
発
展
と
現
代
の
諸
問
題
（
三
・
完
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
二
　
　
（
　
　
四
二
）

コ
ミ
ュ
ニ
テ
イ
と
見
徴
し
た
時
、
そ
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
イ
の
労
働
者
が
労
働
価
値
に
応
じ
て
公
正
・
適
正
な
賃
金
を
受
け
と
る
こ
と
を
可
能
と
さ
せ

る
こ
と
に
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
同
一
労
働
あ
る
い
は
同
一
価
値
労
働
を
し
て
い
る
労
働
者
が
、
異
な
つ
た
企
業
・
産
業
に
雇
用
さ
れ
る
こ
と
に
よ

つ
て
異
な
つ
た
賃
金
を
受
け
と
る
こ
と
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
人
の
平
等
主
義
（
Φ
σ
q
呂
醇
雪
一
弩
）
に
反
す
る
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
故
、
先
に
述
べ
た

賃
金
決
定
原
則
の
一
つ
と
し
て
の
「
支
払
い
能
力
」
原
則
も
、
各
産
業
・
企
業
に
よ
つ
て
異
な
る
支
払
い
能
力
に
従
つ
て
賃
金
が
決
定
さ
れ
る
と

い
う
も
の
で
は
な
い
。
こ
の
場
合
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ァ
全
体
の
経
済
成
長
な
ど
を
考
え
、
全
体
と
し
て
ど
の
く
ら
い
の
支
払
い
能
力
が
平
均
と
し

て
考
え
得
る
か
、
と
い
つ
た
広
い
視
点
か
ら
支
払
い
能
力
が
決
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
も
労
働
者
が
平
等
に
扱
わ
れ
る
こ
と
を
第
一
義
的

　
　
　
　
　
（
13
）

目
標
と
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
同
一
労
働
同
一
賃
金
は
、
か
つ
て
の
ク
ラ
フ
ツ
マ
ソ
を
中
心
と
す
る
職
業
組
合
時
代
の
古
き
よ
き
時
代
の
精
神
を

反
映
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
現
代
の
複
雑
で
変
化
の
多
い
時
代
に
お
い
て
は
労
使
紛
争
を
拡
大
す
る
原
因
と
も
な
る
の
で
あ
る
（
琴
野
〔
一
九
七

四
〕
一
二
三
頁
）
○

　
例
え
ば
、
利
益
の
上
が
る
産
業
部
門
あ
る
い
は
企
業
と
そ
う
で
な
い
部
門
・
企
業
に
属
す
る
同
一
職
業
従
事
者
に
等
し
く
賃
金
裁
定
が
下
さ
れ

た
場
合
、
高
利
益
部
門
の
労
働
者
は
、
低
い
賃
金
に
不
満
を
感
じ
、
雇
用
者
に
対
し
て
超
過
賃
金
裁
定
（
○
＜
Φ
寓
語
こ
）
を
求
め
る
こ
と
に
な
り
再

び
交
渉
を
必
要
と
し
、
利
益
の
上
が
ら
ぬ
企
業
・
産
業
の
経
営
者
は
高
い
賃
金
裁
定
に
不
満
を
感
じ
る
こ
と
と
な
る
。
ま
た
、
利
益
率
の
低
い
工

業
・
産
業
の
労
働
者
は
、
超
過
賃
金
を
支
給
さ
れ
る
企
業
・
産
業
に
属
す
る
者
達
と
の
間
の
差
に
対
し
て
不
満
を
抱
く
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
最

近
の
一
〇
パ
ー
セ
ン
ト
を
超
え
る
（
一
九
八
一
年
、
一
一
．
三
％
）
高
い
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ソ
の
中
で
は
、
公
共
的
利
益
を
も
考
慮
せ
ね
ば
な
ら
ぬ

裁
定
委
員
会
と
し
て
は
、
物
価
上
昇
抑
制
等
の
問
題
を
考
え
裁
定
は
低
く
押
え
が
ち
と
な
り
、
労
働
者
に
と
つ
て
も
不
利
益
な
面
が
出
て
く
る
。

実
際
、
労
使
の
自
発
的
交
渉
に
よ
つ
て
賃
金
が
決
め
ら
れ
て
も
、
そ
れ
ら
が
、
O
公
共
の
利
益
、
あ
る
い
は
⇔
労
働
老
間
の
公
正
な
賃
金
関
係

（
ぎ
茜
Φ
寄
或
一
昌
蕾
）
を
著
し
く
阻
害
す
る
場
合
、
㊧
企
業
経
営
へ
の
全
般
的
影
響
が
大
き
く
、
経
済
成
長
へ
の
悪
影
響
、
あ
る
い
は
イ
ン
フ
レ

ー
シ
ョ
ソ
、
失
業
率
の
増
大
に
影
響
が
あ
る
と
判
断
し
た
場
合
、
委
員
会
は
、
同
意
裁
定
（
0
8
8
旨
睾
貰
α
）
を
下
さ
ぬ
場
合
が
あ
り
、
こ
の
こ
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（
M
）

と
が
ス
ト
ラ
イ
キ
を
誘
発
す
る
こ
と
す
ら
あ
る
。
し
か
し
、
政
府
か
ら
み
れ
ば
、
強
制
仲
裁
委
員
会
の
裁
定
は
物
価
上
昇
抑
制
賃
金
裁
定
と
し
て

は
高
す
ぎ
て
十
分
機
能
し
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
し
、
経
営
側
か
ら
み
れ
ば
裁
定
額
は
企
業
の
支
払
い
能
力
に
見
あ
つ
て
い
な
い
と
い

　
　
　
　
　
　
　
（
妬
）

う
不
満
に
な
つ
て
く
る
。
低
い
賃
金
し
か
も
ら
え
ず
、
か
つ
経
営
者
に
抑
圧
さ
れ
が
ち
な
旧
時
代
と
異
な
り
、
労
働
者
の
賃
金
も
高
く
な
り
、
か

つ
産
業
間
の
支
払
い
能
力
の
バ
ラ
ツ
キ
が
大
き
い
場
合
（
第
5
－
7
表
）
一
律
の
賃
金
上
昇
率
を
決
め
る
こ
と
自
体
無
理
な
こ
と
で
あ
り
、
各
産
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
6
）

ご
と
の
縦
割
式
の
直
接
的
な
集
団
交
渉
（
o
色
8
牙
①
『
茜
昏
凝
）
方
式
を
望
む
声
も
高
ま
つ
て
く
る
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
強
制
仲
裁
制
度

を
中
心
と
し
て
公
共
の
利
益
を
代
表
す
る
第
三
者
の
調
停
・
仲
裁
に
頼
る
こ
と
な
く
独
立
の
交
渉
を
行
な
お
う
と
す
る
動
き
も
出
現
し
て
く
る
の

で
あ
り
、
こ
こ
か
ら
も
強
制
仲
裁
制
度
の
見
直
し
論
が
出
て
く
る
。
ま
た
一
九
七
五
年
よ
り
続
い
た
物
価
ス
ラ
イ
ド
方
式
賃
金
決
定
原
則
が
、
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
7
）

う
し
た
中
で
一
九
八
一
年
七
月
破
棄
さ
れ
た
あ
と
の
、
新
し
い
賃
金
決
定
原
則
の
提
案
が
委
員
会
に
要
請
さ
れ
て
い
る
。

　
ま
た
、
先
に
保
護
貿
易
で
指
摘
し
た
よ
う
に
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
の
工
業
化
に
よ
る
圧
力
、
お
よ
び
先
進
諸
国
と
の
競
争
に
よ
る
圧
力
か
ら
産
業

構
造
の
変
化
が
要
請
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
と
関
連
し
て
難
題
が
生
じ
て
い
る
。
産
業
構
造
変
化
は
技
術
革
新
に
よ
る
職
種
の
変
化
、
経
営
の
転

換
を
要
請
す
る
が
、
こ
れ
は
労
働
者
の
職
を
奪
う
こ
と
を
意
味
し
、
余
剰
・
失
業
労
働
者
が
出
て
く
る
の
は
自
然
の
成
行
き
で
あ
る
。
そ
れ
故
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
娼
）

そ
こ
に
は
当
然
の
こ
と
な
が
ら
労
使
紛
争
の
増
大
の
可
能
性
が
あ
る
。
し
か
し
、
今
日
の
強
制
仲
裁
制
度
は
、
O
労
使
紛
争
が
と
も
か
く
も
ど
の

よ
う
な
形
で
あ
れ
発
生
し
な
い
限
り
、
機
能
を
果
た
さ
な
い
仕
組
に
な
つ
て
い
る
こ
と
、
⇔
技
術
革
新
に
と
も
な
う
労
働
者
の
解
雇
・
配
転
等
は

経
営
者
の
専
決
事
項
（
ζ
貰
弗
聲
豊
質
R
・
σ
Q
畳
く
邑
に
属
す
こ
と
と
し
て
従
来
よ
り
積
極
的
に
関
与
し
て
い
な
い
、
と
い
う
制
約
が
あ
り
、
未
然

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
9
）

に
紛
争
を
防
ぐ
こ
と
、
な
い
し
は
こ
の
問
題
に
効
果
的
に
関
与
す
る
手
段
を
持
つ
て
い
な
い
と
い
う
欠
点
が
あ
る
。
構
造
変
化
・
技
術
革
新
に
と

も
な
う
解
雇
・
配
転
と
い
つ
た
問
題
が
予
測
さ
れ
る
以
上
、
労
使
双
方
の
協
力
的
な
零
囲
気
で
の
問
題
解
決
プ
・
セ
ス
が
必
要
で
あ
る
。
ま
た
、

こ
う
し
た
問
題
は
、
経
営
参
加
な
ど
を
中
心
と
し
た
産
業
民
主
主
義
の
問
題
と
密
接
に
関
連
す
る
の
で
あ
り
、
強
制
仲
裁
制
度
の
機
能
・
哲
学
も

よ
り
柔
軟
な
対
応
の
た
め
に
変
化
が
必
要
と
さ
れ
る
。
以
上
、
指
摘
し
て
き
た
よ
う
弦
国
内
的
・
国
外
的
圧
力
の
も
と
今
日
、
強
制
仲
裁
制
度

　
　
　
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
歴
史
的
発
展
と
現
代
の
諸
問
題
（
三
・
完
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
三
　
　
（
　
　
四
三
）
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オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
歴
史
的
発
展
と
現
代
の
諸
問
題
（
三
・
完
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
四
　
　
（
　
　
四
四
）

の
構
造
・
機
能
及
び
そ
の
基
本
的
哲
学
の
見
直
し
が
迫
ら
れ
て
い
る
と
い
つ
て
よ
い
（
H
馨
。
〔
お
G
。
。
〕
召
巽
6
ω
・
）
。

　
国
防
問
題
に
関
し
て
み
て
み
る
と
、
こ
こ
に
も
困
難
が
生
じ
て
い
る
。
す
で
に
み
て
き
た
よ
う
に
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
と
つ
て
国
防
と
は
、

常
に
英
国
な
い
し
米
国
と
の
連
帯
の
も
と
の
自
国
防
衛
と
い
う
大
国
依
存
防
衛
方
式
を
と
つ
て
い
た
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
と
つ
て
独
立
自
力
防

衛
は
、
巨
大
な
大
陸
、
稀
少
人
口
国
と
い
う
条
件
の
も
と
で
、
不
可
能
視
さ
れ
て
き
た
。
そ
れ
故
、
大
国
と
の
連
携
が
必
然
視
さ
れ
て
い
た
の
で

あ
る
が
、
こ
の
こ
と
は
、
大
国
が
戦
争
に
巻
き
込
ま
れ
た
場
合
も
、
彼
ら
の
補
助
戦
力
と
し
て
前
線
で
戦
う
と
い
う
こ
と
を
前
提
と
し
て
い
た
。

つ
ま
り
機
会
あ
る
ご
と
に
、
戦
争
へ
の
協
力
的
態
度
を
示
し
、
連
携
を
深
め
る
と
同
時
に
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
自
身
が
危
機
に
際
し
た
時
の
協
力

を
促
す
と
い
う
含
み
を
持
つ
て
い
る
の
で
あ
る
。
一
般
に
、
こ
の
よ
う
な
大
国
パ
ワ
ー
の
補
助
戦
力
と
な
つ
て
前
線
で
協
力
し
つ
つ
、
敵
を
水
際

に
寄
せ
つ
け
る
こ
と
な
く
自
国
を
守
る
と
い
う
伝
統
的
軍
事
政
策
を
「
前
線
防
衛
（
爵
．
閃
。
・
≦
印
．
α
U
。
協
。
琴
。
）
」
と
い
う
が
、
こ
の
伝
統
が
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
の
軍
事
史
を
彩
ど
つ
て
い
る
（
評
浮
譜
Φ
〔
る
。
。
。
〕
マ
慈
一
）
。
す
な
わ
ち
、
一
九
世
紀
に
は
、
ニ
ュ
ー
ジ
L
ラ
ソ
ド
に
お
け
る
マ
オ
リ
戦

争
、
ス
ー
ダ
ン
戦
争
（
一
八
八
五
年
）
、
ボ
ー
ア
戦
争
（
南
ア
フ
リ
ヵ
、
一
八
九
九
年
）
、
太
平
天
国
の
乱
（
中
国
、
一
九
〇
〇
年
）
、
第
一
次
世
界
大
戦

（
一
九
一
四
年
）
、
第
二
次
世
界
大
戦
（
一
九
三
九
年
）
、
朝
鮮
戦
争
（
一
九
五
〇
年
）
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
紛
争
（
一
九
六
三
年
）
、
そ
し
て
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
戦

争
（
一
九
六
五
年
）
な
ど
、
主
要
な
戦
争
に
は
必
ず
と
い
つ
て
よ
い
ほ
ど
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
は
顔
を
出
し
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
に
は
全
て
英
国
か
米

国
の
両
方
な
い
し
は
一
方
の
参
戦
が
み
ら
れ
る
の
で
あ
る
（
田
浮
お
の
〔
這
。
。
。
〕
℃
＆
）
。

　
こ
の
補
助
的
軍
事
行
動
は
、
大
国
に
協
力
し
つ
つ
自
国
防
衛
を
確
実
に
す
る
と
い
う
目
的
だ
け
で
は
な
く
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
植
民
地
あ
る
い

は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
連
邦
の
国
際
的
威
信
を
高
め
た
い
と
い
う
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
昂
揚
に
基
い
て
も
い
た
。
ま
た
、
英
国
と
の
連
帯
は
母
国
に

対
し
て
少
し
で
も
貢
献
し
た
い
と
い
う
孝
行
精
神
も
あ
つ
た
（
o
貝
。
註
．
図
ロ
箋
出
ワ
ω
竃
）
。
し
か
し
、
一
九
六
〇
年
代
の
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
戦
争
後
の

国
際
情
勢
の
変
化
の
中
で
、
こ
の
伝
統
的
方
策
も
見
直
し
が
必
要
と
さ
れ
る
よ
う
に
な
つ
た
。
そ
の
最
大
の
原
因
は
、
な
ん
と
い
つ
て
も
ア
ジ
ア

に
お
け
る
米
国
軍
事
勢
力
の
縮
小
（
第
5
－
8
表
）
と
ニ
ク
ソ
ン
大
統
領
に
よ
る
「
グ
ァ
ム
教
書
（
チ
。
O
、
の
巳
u
。
。
け
同
一
。
。
）
」
が
、
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
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第5－7表　産業別賃金比較（非管理職労働者）1980年10月

（男） （女） （全労働者）

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
歴
史
的
発
展
と
現
代
の
諸
間
題
（
一

製造業（合計） 25（瓦50 181．40 232．20

品
維
・
炭

食
繊
紙
石

・飲料・タバコ

・衣料・ はき物

印刷物

・石油・化学製品

243．30

222．30
’
2
8
8 ．40

295．30

178．60

171．50

178．90

201．50

226．10

188．60

259．60

273．70

金属・機械・

　　金属

　　金属製品

　　自動車・

その他

装置（合計）

・その他機械・装置

車輔

237．90

290．50

231．80

241．60

237．90

187．10

215．00

181．30

200．20

185．00

236．60

284．60

218．50

236。70

225．20

完
）

非製造業（合計） 252．80 177．90 221．30

鉱　山

電気・

建設

卸売り

小売り

輸送・

金融・

公務・

その他

ガス・水道

倉庫・通信

商業

公共サーヴィス

388．40

285．50

261．70

229．60

171．20

271．00

220．20

274。60

200．60

226．70

207。10

160．30

175．60

117．90

209．30

171．60

210。00

137．70

375．10

277．50

252．60

212．60

141．60

260．30

194．00

237．60

166．90

全産業合計 252．10 178．50 224．10

（注）週給、オーストラリア・ドル

資料出所；Australian　Bureau　of　statist王cs，Eαア勉％、gsα％4邸oμ7s　o∫E規ヵZo％θs！1％5∫〆σ互σ，

　　　　October1980，　Canberra，　P．7．

第5－8表　アメリカ合衆国軍事勢力変遷（アジアとヨーロッパ）1963－76

四
五

（

四
五
）

韓

日

フ　イ　リ

台

ヴェ　ト

タ

海　上　勢

　
＊

国
本
ン
湾
ム
イ
カ

　
　
ピ
　
ナ
　
勢

アジア合計

ヨ【一ロツパ合計

1963

一
了
1
4
4
4
4
の
0

5
9
1
　

1
　

3

222

380

1973

2
7
6
Q
ぜ

4
5
1

つ
り
2

4
つ
り

198

300

1976　（1月）

1
8
4
2

4
∠
不
－

1
1

1
9
臼

137

303

＊流球目沖縄を含む。単位目千人

資料出所：L．H．Brown，！1勿zθ万oα％S召‘％71≠y　Po髭oy勿¢∠43～α，London，1977，p．7．
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オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
歴
史
的
発
展
と
現
代
の
諸
問
題
（
三
・
完
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
六
　
　
（
　
　
四
六
）

域
国
家
の
自
助
防
衛
努
力
を
積
極
的
に
要
請
し
た
こ
と
に
よ
る
。
こ
の
教
書
の
持
つ
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
対
す
る
意
義
は
、
結
局
の
と
こ
ろ
、
ア

ジ
ア
諸
国
と
同
様
、
地
域
的
限
定
戦
争
の
場
合
（
例
え
ば
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
侵
略
な
ど
）
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
も
自
力
防
衛
努
力
を
せ
よ
、
い
つ
で
も
米

国
の
援
助
が
期
待
出
来
る
と
い
う
幻
想
を
捨
て
よ
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
の
自
助
防
衛
努
力
を
防
衛
政
策
の
第
一
義
的
問
題
と
し
つ
つ
、
他
方

で
ア
ジ
ア
に
お
け
る
米
軍
勢
力
縮
小
に
伴
う
ア
ジ
ア
の
安
定
努
力
の
一
部
肩
替
り
を
す
る
ど
い
う
、
従
来
と
は
異
な
つ
た
、
す
な
わ
ち
、
ア
ジ
ア

全
体
を
敵
対
視
・
厄
介
視
し
て
ま
た
従
来
と
は
異
質
の
文
脈
で
の
軍
事
的
防
衛
政
策
が
要
請
さ
れ
る
よ
う
に
な
つ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
0
）

と
が
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
人
の
国
民
生
活
水
準
維
持
の
上
で
重
要
で
あ
る
と
い
う
認
識
が
一
般
国
民
に
も
要
請
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
以
上
、
人
種
制
限
政
策
、
保
護
貿
易
政
策
、
強
制
仲
裁
制
度
及
び
軍
事
的
防
衛
問
題
の
破
棄
・
見
直
し
が
問
題
と
な
つ
て
く
る
過
程
を
み
て
ぎ

た
。
簡
単
に
そ
の
基
本
的
傾
向
を
ま
と
め
る
と
以
下
の
よ
う
に
な
ろ
う
。
こ
れ
ら
の
政
策
は
、
東
西
を
太
平
洋
と
イ
ン
ド
洋
に
囲
ま
れ
、
南
は
極

寒
の
地
、
南
極
大
陸
が
あ
り
、
北
方
に
は
、
非
文
明
人
た
る
劣
等
黄
色
人
種
が
狭
い
国
土
に
ひ
し
め
き
あ
つ
て
お
り
、
今
に
も
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

大
陸
を
侵
略
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
そ
れ
故
に
、
　
「
地
球
の
最
果
て
」
の
中
に
あ
る
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
を
、
た
だ
唯
一
の
「
文
明
社
会
」
と
見
徹

し
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
文
明
を
、
野
蛮
と
距
離
の
暴
虐
か
ら
い
か
に
守
る
か
、
と
い
う
観
点
か
ら
形
成
さ
れ
て
き
た
も
の
で
あ
つ
た
。
と
く
に
二
〇
世

紀
に
な
つ
て
か
ら
の
保
護
・
防
衛
政
策
は
、
オ
ー
ス
リ
ラ
リ
ア
を
ヨ
ー
・
ッ
パ
の
孤
児
と
み
な
し
、
そ
の
文
明
を
守
る
と
い
う
観
点
か
ら
全
て
そ

れ
ら
は
正
当
化
さ
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
一
九
五
〇
年
代
か
ら
の
英
国
の
影
響
力
の
後
退
と
と
も
に
、
日
本
な
ど
を
含
め
た
ア
ジ
ア
地

域
が
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
生
存
に
と
つ
て
無
視
で
き
な
く
な
つ
て
く
る
と
と
も
に
、
六
〇
年
代
・
七
〇
年
代
か
ら
ア
ジ
ア
に
対
す
る
開
国
．
協
調

政
策
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
き
た
と
い
う
の
が
今
日
の
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
お
け
る
旧
来
の
保
護
．
防
衛
政
策
を
め
ぐ
る
状
況
と
い
つ
て
よ
い
だ
ろ

う
。
そ
れ
は
ま
た
、
ア
ジ
ア
の
工
業
化
に
よ
る
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
ヘ
の
追
上
げ
を
背
景
に
、
国
際
的
で
よ
り
先
進
的
な
産
業
構
造
へ
と
展
開
さ
せ

て
い
く
た
め
の
、
よ
り
開
放
的
な
政
策
が
必
要
と
さ
れ
は
じ
め
た
、
と
い
う
こ
と
を
意
味
す
る
の
で
あ
る
。
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⇔
　
保
護
・
防
衛
的
諸
政
策
の
未
来
展
望

　
保
護
・
防
衛
的
諸
政
策
の
今
目
に
お
け
る
矛
眉
が
前
項
に
よ
つ
て
示
さ
れ
た
が
、
本
項
に
お
い
て
は
今
後
の
動
向
を
め
ぐ
つ
て
生
じ
る
で
あ
ろ

う
問
題
点
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
。

　
ま
ず
移
民
政
策
に
お
け
る
問
題
点
で
あ
る
。
既
に
指
摘
し
た
よ
う
に
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
政
府
が
ア
ジ
ア
方
面
に
深
い
関
係
を
打
ち
立
て
た
い

と
す
る
方
針
の
も
と
で
移
民
政
策
を
開
放
化
す
る
こ
と
そ
れ
自
体
は
道
義
的
に
も
大
変
好
ま
し
い
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
そ
こ
に
問
題
が
な
い
わ

け
で
は
な
い
。
語
学
上
の
ハ
ソ
デ
ィ
が
あ
る
非
英
語
国
民
の
多
く
は
、
言
語
能
力
を
そ
れ
ほ
ど
必
要
と
し
な
い
不
熟
練
労
働
力
と
な
る
傾
向
が
強

（
2
1
）い

。
今
日
、
資
源
ブ
ー
ム
を
中
心
と
す
る
建
設
・
鉱
山
に
お
い
て
は
、
熟
練
技
術
者
が
必
要
と
さ
れ
る
。
ま
た
、
産
業
構
造
の
転
換
が
叫
ば
れ
て

い
る
今
日
、
高
度
テ
ク
ノ
・
ジ
ー
産
業
が
欲
す
る
知
識
労
働
者
は
高
度
な
語
学
能
力
を
必
要
と
す
る
。
ま
し
て
や
不
熟
練
労
働
者
（
ブ
ル
ー
ヵ
ラ
i

労
働
者
）
を
中
心
と
し
た
現
在
七
－
八
パ
ー
セ
ン
ト
の
失
業
率
に
悩
ま
さ
れ
る
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
と
し
て
は
、
失
業
者
・
不
熟
練
労
働
者
の
導
入
は

避
け
た
い
と
い
う
要
求
も
出
て
く
る
（
第
5
1
9
表
）
。
移
民
に
よ
る
不
熟
練
労
働
者
の
供
給
は
、
イ
ン
ド
シ
ナ
半
島
難
民
の
増
大
と
と
も
に
更
に

大
き
く
な
り
、
新
し
い
移
民
と
古
い
移
民
と
の
間
で
の
不
熟
練
職
種
の
と
り
合
い
が
生
じ
る
こ
と
と
な
り
、
結
果
と
し
て
好
ま
し
く
な
い
状
況
が

　
　
　
（
2
2
4

生
じ
て
い
る
。
ア
ジ
ア
移
民
の
場
合
、
語
学
上
の
ハ
ソ
デ
ィ
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
よ
り
も
多
く
大
き
な
問
題
と
な
る
。
ま
た
、
熟
練
工
獲
得
の
場
合

で
も
、
て
つ
と
り
早
く
ア
ジ
ア
工
業
諸
国
（
例
え
ば
韓
国
・
台
湾
な
ど
）
か
ら
移
民
さ
せ
れ
ば
よ
い
と
い
う
考
え
方
も
あ
れ
ば
、
現
在
二
一
i
三
パ

ー
セ
ソ
ト
の
失
業
率
が
あ
る
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
若
者
を
教
育
・
訓
練
す
る
こ
と
の
方
が
先
決
だ
と
い
う
反
論
も
あ
り
、
政
府
内
対
立
も
顕
著
で

　
（
2
3
）

あ
る
。
し
か
も
、
不
熟
練
・
熟
練
労
働
者
の
移
民
上
の
制
限
・
統
制
が
大
変
難
か
し
い
。
基
本
的
に
は
、
英
語
能
力
が
あ
り
、
か
つ
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
の
産
業
政
策
に
沿
つ
た
労
働
力
需
要
に
従
つ
て
熟
練
・
知
識
労
働
者
が
優
先
さ
れ
ざ
る
を
得
な
い
。
そ
の
結
果
、
欧
米
先
進
諸
国
を
中
心
と

し
た
移
民
が
中
心
と
な
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
東
南
ア
ジ
ア
と
の
外
交
・
経
済
問
題
を
重
要
視
し
す
ぎ
る
こ
と
に
よ
つ
て
ア
ジ
ア
人
労
働
者
を
優

　
　
　
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
歴
史
的
発
展
と
現
代
の
諸
間
題
（
三
・
完
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
七
　
　
（
　
　
四
七
）
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オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
歴
史
的
発
展
と
現
代
の
諸
問
題
（
三
・
完
）

失業率（努）

　1．4

　1．0

　2．9

　5．1

　4。6

　3．7

　4．3

　6．5

　4．9

100．0

100．0

　6．2

　　　　　　　　　　　　第5－9表　職業別失業率（1978年8月）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　各分類別割合
　　　　分　　　　類
　　　　　　　　　　　　　　　　　　労働力（％）　雇　用（％）　失　業（％）

専門職、技術者　　　　　　　　　　　　　13．1　　　　13．8　　　　3．1

行政、経営・管理職　　　　　　　　　　　　5．8　　　　6．1　　　　0．9

事務職　　　　　　　　　　　　　　　　　16．7　　　　17。3　　　　7。7

販売職　　　　　　　　　　　　　　　　　8．8　　　　8．9　　　　7．2

農業・漁業・林業労働者　　　　　　　　　　6．8　　　　7．0　　　　5．1

鉱業、採石、関連労働者　　　　　　　　　　　0．6　　　　　0．7　　　　　0．4

交通運輸・通信　　　　　　　　　　　　　　　5．5　　　　　5．6　　　　　3．8

熟練労働者、生産工程従事者、一般労務者　　31．3　　　　31。2　　　　32．6

サーヴィス・スポーツ・レクリエーション　　9．4　　　　9．5　　　　7．4

初職求職者　　　　　　　　　　　　　　　　　1．0　　　　　－　　　　　15．6

求職者（初職求職者以外）　　　　　　　　　　1。0　　　　　－　　　　　16．2

　　　　合計　100．0100．0100。0
資料出所：Buleau　of　Industly　Economics［1979〕p．15．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
八
　
　
（
　
　
四
八
）

先
す
る
、
あ
る
い
は
難
民
受
け
入
れ
を
無
制
約
に
行
な
え
ば
、
今
な
お
残
る
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
人
好
み
の
一
般
国
民
感
情
を
逆
な
で
す
る
こ
と
に
な
る
し
、
産
業
政
策
に
も
問

　
　
　
　
（
2
4
）

題
が
生
ま
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
最
近
の
ア
ジ
ア
寄
り
移
民
・
難
民
政
策

を
批
判
す
る
動
き
が
労
働
党
を
中
心
に
強
く
な
つ
て
い
る
。
例
え
ば
、
最
近
、
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
労
働
党
党
首
ヘ
イ
デ
ン
　
（
ω
芭
浮
琶
窪
）
は
、
近
年
の
イ
ン
ド
シ
ナ
難

民
は
、
国
連
が
定
義
し
た
政
治
的
難
民
、
す
な
わ
ち
本
国
へ
送
還
さ
れ
る
こ
と
に
よ

つ
て
刑
罰
を
加
え
ら
れ
る
こ
と
が
明
白
な
人
々
で
あ
る
か
否
か
、
入
国
の
際
に
十
分

な
審
査
を
す
る
よ
う
要
求
し
、
か
つ
、
連
邦
政
府
が
、
国
内
問
題
を
深
く
考
慮
せ
ず

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
5
）

に
、
難
民
受
け
入
れ
を
政
治
宣
伝
の
道
具
に
利
用
し
て
い
る
と
批
判
し
て
い
る
。
こ

の
よ
う
な
態
度
は
、
労
働
党
支
持
者
に
多
く
み
ら
れ
る
と
い
え
よ
う
。
い
ず
れ
に
せ

よ
、
ア
ジ
ア
ヘ
の
開
国
政
策
と
、
国
内
の
労
働
事
情
・
労
働
政
策
と
の
間
の
均
衡
が

重
要
な
問
題
と
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
。

　
さ
ら
に
移
民
と
の
関
連
で
考
え
れ
ば
、
ア
ジ
ア
人
移
民
へ
の
差
別
撤
廃
は
、
す
で

に
非
英
語
圏
ヨ
ー
・
ッ
パ
人
の
増
大
に
よ
つ
て
存
在
し
て
い
る
文
化
の
異
質
性
を
更

に
拡
大
さ
せ
る
こ
と
と
な
る
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ァ
で
は
、
一
九
四
七
年
の
大
量
移
民

計
画
と
同
時
に
、
ア
ン
グ
ロ
・
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ァ
文
化
の
伝
統
を
維
持
す
る
た
め
に

同
化
政
策
（
》
置
巨
一
畳
8
B
一
§
①
。
。
）
が
と
ら
れ
、
外
国
語
教
育
は
公
的
教
育
機
関
で

は
禁
じ
ら
れ
て
い
た
。
最
近
で
は
、
事
実
と
し
て
存
在
す
る
異
質
文
化
を
強
制
的
に
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同
化
す
る
こ
と
の
不
可
能
さ
と
難
し
さ
を
認
め
、
異
質
文
化
の
存
在
を
認
め
つ
つ
も
市
民
社
会
と
し
て
統
一
性
を
保
つ
と
い
う
統
合
政
策
（
冒
甲

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
6
）

αq

更
菖
笠
一
。
冨
）
を
導
入
す
る
に
至
つ
て
い
る
。
こ
れ
は
更
に
「
多
元
文
化
主
義
（
馨
年
8
浮
琶
陣
弩
）
」
へ
と
発
展
し
て
い
る
。
現
在
の
と
こ
ろ

人
口
の
八
○
パ
ー
セ
ソ
ト
以
上
は
英
国
系
で
占
め
ら
れ
て
い
る
の
で
問
題
は
少
な
い
が
、
今
後
、
更
に
文
化
的
異
質
性
が
増
大
し
た
時
、
い
か
に

異
質
な
も
の
を
前
提
と
し
、
ど
こ
ま
で
共
通
な
生
活
ル
ー
ル
を
維
持
す
る
か
と
い
つ
た
、
統
合
と
同
化
の
間
の
微
妙
な
関
係
を
維
持
す
る
こ
と
が

重
要
な
争
点
と
な
る
だ
ろ
う
。
す
で
に
初
等
・
中
等
教
育
レ
ベ
ル
あ
る
い
は
工
場
労
働
者
の
間
で
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
ギ
ャ
ッ
プ
、
あ
る
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
7
）

は
移
民
者
同
士
の
反
目
（
例
え
ば
ギ
リ
シ
ャ
人
対
ト
ル
コ
人
、
ア
ラ
ブ
人
対
ユ
ダ
ヤ
人
な
ど
）
の
解
決
な
ど
、
困
難
な
問
題
が
横
た
わ
つ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
関
税
保
護
の
問
題
に
あ
つ
て
は
、
前
項
で
指
摘
し
た
如
く
、
国
内
産
業
の
能
率
向
上
・
対
外
的
競
争
力
の
増
強
、
ア
ジ
ア
諸
国
へ
の
協
力
・
援

助
に
絡
め
て
の
保
護
政
策
の
緩
和
が
重
要
問
題
と
し
て
議
論
に
の
ぽ
つ
て
い
る
。
し
か
し
、
保
護
政
策
を
如
何
に
緩
和
す
る
か
と
い
う
点
で
意
見

の
一
致
を
み
る
こ
と
は
難
か
し
い
で
あ
ろ
う
。
保
護
貿
易
政
策
の
緩
和
は
、
そ
の
ま
ま
国
際
競
争
に
産
業
が
さ
ら
さ
れ
る
こ
と
を
意
味
す
る
の
で

あ
り
、
な
か
に
は
急
激
な
衰
退
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
産
業
も
多
い
。
そ
こ
に
は
当
然
の
こ
と
な
が
ら
失
業
・
一
時
解
雇
と
い
つ
た
社
会
問
題
が
発

生
す
る
こ
と
に
な
る
。
す
で
に
指
摘
し
た
如
く
、
失
業
率
の
高
い
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
は
、
政
府
と
し
て
も
中
庸
な
政
策
を
取
ら
ざ
る
を
得
な

い
。
し
か
し
他
方
で
、
産
業
構
造
を
ア
ジ
ア
工
業
化
の
追
い
上
げ
、
及
び
先
進
諸
国
に
対
抗
す
る
た
め
国
際
的
視
野
か
ら
効
果
的
に
対
応
さ
せ
て

い
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
国
内
の
失
業
問
題
を
最
少
に
押
え
つ
つ
、
国
際
的
競
争
力
を
つ
け
世
界
の
荒
波
の
中
に
い
か
に
乗
り
出
し
て
行
く
か
が
大

ぎ
な
争
点
と
な
る
。
そ
の
際
、
産
業
構
造
変
化
及
び
技
術
革
新
に
伴
う
労
働
者
の
失
業
・
解
雇
を
最
小
限
に
防
ぎ
つ
つ
、
か
つ
失
業
し
た
者
を
再

教
育
・
訓
練
し
て
新
し
い
状
況
へ
適
応
さ
せ
る
た
め
の
労
働
者
職
業
訓
練
・
教
育
制
度
の
確
立
と
拡
充
が
必
要
と
さ
れ
る
は
ず
で
あ
る
。
し
か

し
、
産
業
助
成
委
員
会
（
島
こ
巳
・
鴇
宙
》
置
釜
見
O
§
ヨ
一
里
曾
）
も
指
摘
す
る
よ
う
に
、
そ
の
時
々
の
経
済
・
貿
易
変
化
・
政
治
的
圧
力
に
よ

つ
て
ア
ド
・
ホ
ッ
ク
に
張
り
め
ぐ
ら
さ
れ
、
か
つ
十
分
な
検
討
も
せ
ず
に
放
置
さ
れ
て
き
た
関
税
・
助
成
制
度
の
見
直
し
は
、
政
治
的
・
経
済
的

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
8
）

利
害
の
対
立
の
真
つ
只
中
に
な
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
不
確
実
性
が
高
ま
ら
ざ
る
を
得
な
い
（
露
P
》
9
琶
即
8
良
〔
這
o。
一
〕
ワ
。。
⑦
）
G

　
　
　
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
歴
史
的
発
展
と
現
代
の
諸
問
題
（
一
一
丁
完
〉
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
九
　
　
（
　
　
四
九
）
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オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
歴
史
的
発
展
と
現
代
の
諸
問
題
（
三
・
完
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
〇
　
　
（
　
　
五
〇
）

　
第
三
の
問
題
は
、
十
パ
ー
セ
ソ
ト
近
い
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ソ
を
追
い
か
け
る
よ
う
に
し
て
賃
上
げ
ラ
ッ
シ
ュ
が
続
く
中
で
、
強
制
仲
裁
制
度
を

根
幹
と
す
る
労
使
関
係
も
曲
が
り
角
に
来
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
問
題
は
す
で
に
指
摘
し
た
通
り
で
あ
る
が
、
直
接
交
渉
を
中
心
と
し
た

集
団
交
渉
へ
の
動
き
に
対
し
、
公
共
利
益
を
代
表
す
る
調
停
・
仲
裁
委
員
の
法
的
強
制
力
を
介
入
し
て
交
渉
す
る
と
い
う
方
式
に
慣
れ
親
し
み
、

強
制
仲
裁
制
度
が
血
と
な
り
肉
と
な
つ
た
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
人
に
、
果
た
し
て
欧
米
方
式
の
集
団
交
渉
を
成
功
さ
せ
る
交
渉
能
力
が
あ
る
だ
ろ
う

か
と
い
う
不
安
も
強
い
。
ま
た
、
産
業
毎
の
直
接
交
渉
は
労
働
者
間
の
賃
金
比
率
（
o
§
冒
毘
誘
≦
軽
富
怠
8
）
の
概
念
を
つ
ぎ
く
ず
し
、
賃
金

体
系
を
動
揺
さ
せ
、
か
つ
職
種
・
職
業
間
の
威
信
体
系
も
つ
き
く
ず
す
こ
と
と
も
な
り
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
人
の
持
つ
伝
統
的
な
平
等
意
識
と
抵

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，
（
2
9
）

触
す
る
と
と
も
に
、
労
働
意
欲
の
減
退
も
招
き
か
ね
な
い
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
六
〇
年
代
、
七
〇
年
代
を
通
じ
て
動
揺
し
始
め
た
強
制
仲
裁
制
度

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
0
）

に
固
執
す
る
か
、
欧
米
式
集
団
交
渉
方
式
に
動
く
か
、
あ
る
い
は
他
の
道
を
選
ぶ
か
決
断
が
迫
ら
れ
て
い
る
と
い
つ
て
よ
い
だ
ろ
う
。
し
か
し
、

そ
の
際
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
人
の
持
つ
伝
統
的
観
念
と
の
明
確
な
対
峠
を
必
要
と
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

　
防
衛
問
題
は
、
自
力
防
衛
及
び
ア
ジ
ア
安
定
の
た
め
の
防
衛
力
と
い
つ
た
問
題
が
重
要
に
な
つ
て
い
る
と
指
摘
し
て
お
い
た
が
、
・
国
内
的
資
源

（
人
的
資
源
・
産
業
資
源
・
資
本
）
の
問
題
か
ら
み
る
と
困
難
が
生
じ
る
。
人
的
資
源
に
つ
い
て
は
依
然
と
し
て
稀
少
人
口
を
持
つ
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

に
と
つ
て
大
陸
防
衛
に
十
分
な
人
材
を
得
る
こ
と
は
不
可
能
な
上
咲
　
一
八
ー
二
五
才
前
後
の
若
者
が
減
少
し
て
い
る
。
こ
れ
は
大
学
進
学
者
数

の
増
大
、
青
年
人
口
の
減
少
、
防
衛
意
識
の
稀
薄
化
に
よ
つ
て
軍
隊
志
願
者
が
減
つ
て
い
る
と
い
う
事
実
に
よ
る
。
産
業
の
援
助
能
力
、
す
な
わ

ち
戦
争
事
態
な
ど
に
突
入
し
た
場
合
、
戦
闘
機
、
戦
車
、
輸
送
車
な
ど
武
器
及
び
車
輔
を
は
じ
め
軍
服
等
に
至
る
ま
で
の
各
種
軍
需
物
資
の
修

理
・
製
造
能
力
を
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
製
造
業
が
十
分
に
持
つ
か
否
か
が
問
題
と
な
る
が
、
輸
入
品
に
頼
惹
こ
と
の
多
い
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
軍
・

隊
の
場
合
、
国
内
調
達
能
力
が
不
十
分
に
な
る
こ
と
は
確
実
で
あ
り
、
ま
た
不
安
定
な
労
使
関
係
も
気
に
な
る
と
こ
ろ
で
あ
る
（
田
さ
お
。
〔
ご
お
）

召
さ
。
山
鐸
）
。
最
後
に
軍
事
予
算
の
場
合
で
あ
る
。
現
在
、
軍
事
予
算
と
し
て
国
内
総
生
産
（
G
D
P
）
の
約
三
～
四
パ
ー
セ
ン
ト
を
支
出
し
て
い

る
が
、
現
在
の
連
邦
政
府
は
全
体
支
出
・
予
算
縮
小
に
躍
起
に
な
つ
て
お
り
、
防
衛
予
算
も
そ
の
例
外
で
は
な
い
。
安
く
手
に
入
る
武
器
な
ら
大

50



変
結
構
と
い
う
方
針
が
と
ら
れ
る
こ
と
が
多
く
、
防
衛
戦
略
上
の
計
画
か
ら
逸
脱
す
る
こ
と
さ
え
も
あ
る
と
さ
れ
る
。
国
際
外
交
の
面
に
お
い
て

は
、
太
平
洋
の
ミ
ド
ル
・
パ
ワ
ー
と
し
て
自
力
防
衛
・
ア
ジ
ア
防
衛
の
旗
印
を
景
気
よ
く
掲
げ
る
の
は
よ
い
が
、
翻
つ
て
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
内

情
を
顧
る
と
不
安
が
多
い
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
が
国
際
的
責
任
を
標
榜
し
つ
つ
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
人
の
生
活
水
準
を
守

る
点
で
何
の
関
係
も
な
い
よ
う
な
世
界
の
騒
乱
の
地
に
首
を
突
つ
込
む
事
を
、
た
と
え
そ
れ
が
国
連
承
認
の
平
和
維
持
軍
派
遣
の
場
合
で
も
い
ぶ

か
し
が
り
、
か
つ
不
安
を
表
明
す
る
向
き
も
多
く
な
つ
て
い
る
。
国
連
の
承
認
の
な
い
一
九
八
一
年
の
シ
ナ
イ
半
島
出
兵
問
題
に
お
い
て
は
更
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
1
）

反
論
も
高
ま
つ
て
お
り
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
国
際
外
交
・
軍
事
戦
略
も
前
途
多
難
と
い
つ
て
よ
い
。

　
こ
れ
ま
で
の
議
論
か
ら
四
つ
の
政
策
領
域
の
固
有
な
問
題
を
で
き
る
だ
け
孤
立
的
に
扱
つ
て
き
た
わ
け
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
領
域
は
互
い
に

密
接
な
関
連
を
持
つ
て
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
経
済
・
社
会
に
影
響
を
与
え
る
の
で
あ
つ
て
、
総
合
的
な
視
野
か
ら
の
政
策
の
調
整
が
必
要
と
な
る

は
ず
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
簡
単
に
論
じ
て
お
き
た
い
。

　
例
え
ば
、
強
制
仲
裁
制
度
は
、
労
働
者
全
体
の
生
活
水
準
を
維
持
す
る
た
め
に
労
働
者
の
平
均
賃
金
を
高
め
る
傾
向
が
強
い
。
こ
の
高
い
賃
金

を
支
払
え
な
い
企
業
・
産
業
は
、
合
理
化
・
技
術
革
新
を
進
め
て
利
益
を
高
め
る
か
、
転
進
な
い
し
は
撤
退
す
る
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
労
働
者

は
、
よ
り
将
来
性
・
発
展
性
の
あ
る
企
業
・
産
業
へ
移
動
し
て
行
く
こ
と
と
な
る
。
こ
の
こ
と
に
よ
つ
て
人
的
・
物
的
資
源
の
効
率
利
用
が
可
能

と
な
る
。
と
こ
ろ
が
、
ア
ド
・
ホ
ッ
ク
な
産
業
補
助
・
保
護
関
税
政
策
が
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
は
一
般
化
し
て
い
る
故
に
、
賃
上
げ
対
策
と
し
て

企
業
は
政
府
に
圧
力
を
か
け
保
護
を
求
め
る
こ
と
が
常
識
と
な
つ
て
い
る
。
労
働
者
は
一
時
な
り
と
も
職
は
失
い
た
く
な
い
。
現
実
的
に
職
種
転

換
の
難
か
し
い
i
－
再
教
育
・
訓
練
制
度
の
不
備
、
職
種
組
合
・
職
種
観
念
の
強
さ
に
よ
る
転
職
へ
の
心
理
的
抵
抗
、
失
業
率
の
高
さ
ー
オ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
32
）

ス
ト
ラ
リ
ア
で
は
職
の
安
定
が
好
ま
れ
る
の
で
経
営
者
に
同
調
す
る
こ
と
に
な
り
が
ち
で
あ
る
。
政
府
は
経
営
・
労
働
者
の
圧
力
の
も
と
、
ま
た
、

連
邦
結
成
以
来
の
新
保
護
主
義
の
伝
統
に
基
づ
き
容
易
に
保
護
を
行
う
こ
と
も
多
く
、
産
業
全
体
の
視
点
か
ら
の
総
合
的
な
産
業
助
成
策
が
不
可

能
に
な
つ
て
く
る
。
産
業
助
成
・
保
護
は
、
経
済
成
長
・
発
展
を
も
た
ら
す
産
業
に
保
護
を
与
え
、
結
果
と
し
て
国
民
生
活
の
水
準
を
高
め
る
と

　
　
　
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
歴
史
的
発
展
と
現
代
の
諸
間
題
（
三
・
完
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
一
　
　
（
　
　
五
一
）
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第5－10表職業構成の変化予想

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
歴
史
的
発
展
と
現
代
の
諸
問
題
（
三

平均伸率
（年平均）

　2．7％

　3．1

　1．6

　2．5
　3．1

　2．2

　2．4

　0．9

　2。0

　2．2

構成比
（1990－91）

　4．1％

　15．5

　23．9

　10。6

　　4．7

　　2．8

　31．0

　　6．2

　　1．2

　100．0

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1971－72）
職業

専門職　　　　　　　　　　　　　　　　　　3．8％

熟練ホワイトカラー　　　　　　　　　　　　　　13．1

半熟練・不熟練ホワイトカラー　　　　　　　　　26．8

熟練労働者r金属・電気　　　　　　　　　　　　10．1

熟練労働者一建設　　　　　　　　　　　　　　　　4．0

熟練労働者一その他　　　　　　　　　　　　　　2．8

半熟練・不熟練労働者　　　　　　　　　　　　　30．2

農業従事者　　　　　　　　　　　　　　　　　　7．9

軍入　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1．3

　　　　合　　　　　計　　　　　　　　　　　100．0

資料出所：Buτeau　of　Industry　Economics〔1981〕p・63．

・
完
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
二
　
　
（
　
　
五
二
）

同
時
に
、
人
的
・
物
的
資
源
の
有
効
利
用
を
目
指
す
も
の
で
あ
る
が
、
政
治
的
圧
力
の
も

と
で
非
体
系
的
で
な
お
一
層
ア
ド
・
ホ
ッ
ク
な
も
の
に
な
り
が
ち
と
な
る
。

　
産
業
保
護
・
助
成
政
策
が
、
将
来
性
の
少
な
い
産
業
・
企
業
な
い
し
は
非
能
率
的
な
企

業
を
手
厚
く
保
護
す
る
よ
う
に
な
れ
ば
、
単
に
体
系
的
な
産
業
保
護
・
助
成
が
出
来
な
く

な
る
だ
け
で
な
く
、
労
働
・
資
本
の
非
効
率
利
用
に
よ
る
つ
け
が
前
項
で
指
摘
し
た
よ
う

に
高
消
費
物
価
・
高
税
金
と
な
つ
て
社
会
に
は
ね
返
つ
て
く
る
。
購
買
力
が
落
ち
る
こ
と

に
よ
り
経
済
成
長
率
が
割
引
か
れ
る
こ
と
と
な
る
。
こ
う
し
て
、
非
能
率
・
イ
ン
フ
レ
ー

シ
ョ
ソ
の
中
で
、
強
制
仲
裁
制
度
を
通
し
て
賃
金
上
昇
が
く
り
返
さ
れ
る
。
増
大
す
る
人

件
費
を
補
い
予
算
均
衡
を
目
ざ
す
政
府
は
予
算
の
縮
小
・
削
減
を
声
を
大
に
し
て
叫
び
だ

す
。
教
育
・
文
化
予
算
が
削
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
に
よ
つ
て
失
業
率
の
高
い
若
者
の
た
め

の
職
業
教
育
・
一
般
教
育
あ
る
い
は
、
職
種
・
職
業
転
換
の
た
め
の
教
育
・
訓
練
プ
p
グ

ラ
ム
の
設
置
が
更
に
難
し
く
な
る
。
ま
た
、
英
語
教
育
を
必
要
と
す
る
移
民
に
と
つ
て
も

大
き
な
悩
み
の
種
と
な
る
。
熟
練
・
知
識
労
働
者
・
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
が
要
求
さ
れ

る
高
度
産
業
社
会
の
中
で
不
熟
練
労
働
者
・
失
業
老
の
増
大
は
、
人
的
資
源
の
非
効
率
利

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
3
）

用
を
招
来
さ
せ
る
だ
け
で
あ
る
（
一
九
九
〇
年
代
の
職
業
構
成
予
測
第
5
1
m
表
参
照
）
。
多
元

文
化
社
会
の
中
で
の
英
語
教
育
・
一
般
教
育
・
職
業
教
育
が
軽
視
さ
れ
る
こ
と
は
、
同
化

政
策
は
も
と
よ
り
統
合
政
策
さ
え
困
難
と
な
り
、
不
熟
練
・
若
者
の
失
業
者
の
増
大
は
、

競
争
老
と
な
る
ア
ジ
ア
か
ら
の
新
L
い
移
民
に
対
し
て
反
感
を
示
し
、
人
種
差
別
．
紛
争
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が
激
化
す
る
こ
と
に
も
な
り
か
ね
な
い
。
効
果
的
な
産
業
助
成
及
び
教
育
な
く
し
て
の
多
元
文
化
社
会
化
は
社
会
問
題
を
ひ
き
起
こ
す
だ
け
で
あ

る
。
移
民
政
策
も
国
内
の
経
済
・
産
業
の
発
展
状
況
と
の
か
ね
あ
い
で
慎
重
に
行
う
必
要
が
出
て
く
る
。

　
し
か
し
他
方
で
、
国
際
分
業
な
い
し
は
高
度
テ
ク
ノ
・
ジ
ー
・
知
識
集
約
産
業
へ
の
過
度
な
助
成
に
伴
い
、
製
造
工
業
・
軽
工
業
へ
の
軽
視
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
34
）

行
ぎ
す
ぎ
は
、
防
衛
問
題
上
大
き
な
制
約
を
も
た
ら
す
と
、
懸
念
さ
れ
て
い
る
。
防
衛
・
軍
事
戦
略
と
産
業
助
成
政
策
と
の
関
連
の
無
視
、
ま

た
、
多
民
族
・
人
種
を
中
心
と
す
る
社
会
の
防
衛
は
ま
た
別
の
問
題
を
生
む
。
し
か
し
、
い
た
ず
ら
に
伝
統
的
孤
立
感
お
よ
び
共
産
主
義
・
ア
ジ

ア
の
脅
威
を
強
調
し
、
防
衛
間
題
を
重
視
し
す
ぎ
れ
ば
、
産
業
発
展
に
障
害
が
生
じ
る
だ
け
で
な
く
、
東
南
ア
ジ
ア
と
の
関
連
に
も
ひ
び
が
生
ま

れ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
強
制
仲
裁
制
度
、
移
民
・
多
元
文
化
政
策
、
産
業
保
護
・
助
成
政
策
そ
し
て
防
衛
（
外
交
）
問
題
は
密
接
に
関
連
す
る
と
同

時
に
、
相
互
に
矛
盾
さ
え
す
る
の
で
あ
る
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
今
後
の
発
展
は
、
資
源
ブ
ー
ム
を
土
台
に
、
い
か
に
こ
れ
ら
の
四
つ
の
問
題
領

域
を
総
合
的
に
調
整
し
運
営
し
て
い
く
か
、
そ
の
良
し
悪
し
に
か
か
つ
て
く
る
の
で
あ
る
。

（
1
）
　
移
民
計
画
は
、
は
じ
め
か
ら
入
種
的
・
民
族
的
に
異
な
つ
た
人
々
を
い
れ
よ
う
と
し
た
の
で
は
な
い
。
第
一
優
先
は
な
ん
と
い
つ
て
も
イ
ギ
リ
ス
系
の
人
々
で
あ
つ
た
。
し
か

　し、

戦
後
の
発
展
の
た
め
（
と
く
に
防
衛
が
念
頭
に
あ
つ
た
）
に
は
、
イ
ギ
リ
ス
系
の
人
々
で
は
供
給
が
間
に
あ
わ
ず
、
欧
州
人
が
目
を
つ
け
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
結
果
と
し

　
て
南
欧
系
の
移
民
に
対
す
る
風
当
り
は
強
か
つ
た
こ
と
は
注
意
し
て
お
い
て
よ
い
（
ω
岸
器
＝
印
匹
員
Φ
＝
〔
お
o
。
昌
P
鼻
璽
）
。

（
2
）
　
こ
う
し
た
変
化
を
決
定
的
に
し
た
の
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
E
C
加
入
で
あ
つ
た
。
経
済
的
な
関
係
は
以
前
よ
り
減
少
し
て
い
た
が
、
一
九
七
三
年
の
E
C
加
入
は
、
精
神
的
な
紐

帯
に
も
ひ
び
を
い
れ
る
こ
と
と
な
り
、
太
平
洋
国
家
と
し
て
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
、
日
本
そ
し
て
東
南
ア
ジ
ア
と
の
関
係
を
深
め
る
必
要
性
が
強
く
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
政
府
に
意
識

　
さ
れ
る
こ
と
と
な
つ
た
（
O
同
O
≦
一
Φ
属
〔
る
謡
〕
O
拝
誌
（
げ
鴫
巧
・
旨
閏
信
血
8
昌
）
唱
O
・
q
8
f
8
ρ
）
。

（
3
）
　
一
九
四
七
年
の
移
民
導
入
計
画
か
ら
、
白
豪
主
義
政
策
の
転
換
、
そ
し
て
今
日
に
い
た
る
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
連
邦
政
府
の
態
度
に
つ
い
て
は
竃
貸
け
日
〔
お
お
〕
魯
φ
お
よ
び

》
崖
の
ぽ
巴
貯
ロ
∪
8
巳
暮
ご
昌
帥
b
q
H
営
β
蒔
揖
菖
o
コ
O
o
q
8
＝
ロ
O
ミ
〕
o
房
．
一
即
ざ
≦
矯
昌
冒
磐
器
p
〔
6
0
。
昌
℃
P
8
ー
翫
。
を
参
照
。

（
4
）
　
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
が
南
北
問
題
に
お
い
て
南
側
を
支
持
す
る
こ
と
を
、
南
側
の
指
導
者
達
は
一
応
歓
迎
し
て
い
る
。
し
か
し
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
首
相
リ
ー
・
ク
ァ
ン
・
ユ
ー

　
（
U
o
o
国
量
昌
K
①
ミ
）
は
、
最
近
の
イ
ン
タ
ヴ
ュ
ー
の
中
で
次
の
よ
う
に
発
言
し
て
い
る
。

　
　
『
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
が
自
ら
生
み
出
し
て
い
る
害
悪
は
、
言
行
不
一
致
と
い
う
こ
と
で
す
。
つ
ま
り
、
口
で
は
（
南
北
の
）
相
互
依
存
を
唱
え
、
資
本
や
技
術
、
あ
る
い
は
ノ
ウ

　
・
ハ
ウ
を
先
進
諸
国
か
ら
開
発
途
上
国
に
移
動
さ
せ
る
べ
き
だ
と
か
、
あ
る
い
は
、
先
進
諸
国
の
市
場
を
開
発
途
上
国
の
工
業
輸
出
品
の
た
め
に
開
放
す
べ
ぎ
だ
と
、
主
張
し
て
い

　
ま
す
。
し
か
し
、
実
際
に
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
が
行
な
つ
て
い
る
こ
と
と
言
え
ぽ
、
全
く
そ
の
逆
の
こ
と
な
の
で
す
。
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
比
べ
て
、
マ
レ
ー
シ
ア
や
フ
ィ
リ
ピ
ン
は
、
繊

　
　
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
歴
史
的
発
展
と
現
代
の
諸
問
題
（
三
・
完
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
三
　
　
（
　
　
五
三
）
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オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
歴
史
的
発
展
と
現
代
の
諸
間
題
（
三
・
完
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
四
　
　
（
　
　
五
四
）

　維、

は
ぎ
も
の
、
衣
料
品
な
ど
の
保
護
関
税
対
象
晶
目
と
な
つ
て
い
る
品
目
の
主
要
輸
出
国
で
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
国
は
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
よ
り
も
遙
か
に
国
土
も
大
ぎ
く
、
シ

　
ン
ガ
ポ
ー
ル
ほ
ど
容
易
に
産
業
構
造
の
転
換
が
で
ぎ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
彼
ら
は
今
は
沈
黙
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
だ
か
ら
と
い
つ
て
何
の
怒
り
も
感
じ
て
い
な
い
と
解

　釈し

て
よ
い
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
で
し
よ
う
』
　
（
⑦
紀
軋
ミ
塁
ミ
ミ
ミ
§
晦
隣
ミ
黛
ミ
｝
一
冒
口
奉
蔓
一
ご
o。
悼
）

　
　
と
こ
ろ
で
、
フ
レ
イ
ザ
ー
首
相
は
、
　
一
九
八
一
年
七
月
、
　
メ
キ
シ
コ
、
カ
ン
ク
ン
に
お
け
る
南
北
首
脳
会
議
、
英
連
邦
首
脳
会
議
（
葺
Φ
O
o
旨
簿
o
旨
毛
①
巴
9
廻
雷
房
9

の
o
毒
昏
営
Φ
曇
竃
Φ
9
冒
鉾
O
o
け
9
9
お
c
。
一
）
を
意
識
し
て
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
を
含
め
た
先
進
諸
国
の
南
北
間
題
へ
の
接
近
の
た
め
の
ガ
イ
ド
・
ラ
イ
ン
を
明
示
し
て
い

　
る
。
そ
の
中
で
、
貿
易
に
対
し
て
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
　
「
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
は
、
そ
の
開
放
性
と
国
民
一
人
当
り
の
輸
人
量
で
み
れ
ば
、
か
な
り
よ
い
成
績
を
示
し
て
い

　
ま
す
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
保
護
貿
易
と
い
う
点
も
、
関
税
に
つ
い
て
み
れ
ぽ
、
こ
の
【
O
年
間
低
下
し
て
ぎ
た
し
、
今
後
も
そ
う
で
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
、
開
発
国
の
多
く
の
国

々
は
、
年
に
三
〇
な
い
し
は
四
〇
パ
ー
セ
ン
ト
も
貿
易
量
を
増
大
さ
せ
て
い
る
の
で
あ
り
ま
す
」
。
な
お
、
そ
の
他
の
ガ
イ
ド
・
ラ
イ
ン
は
、
e
第
三
世
界
の
政
治
的
重
要
性
の
認

識
、
⇔
世
界
的
な
制
度
的
・
過
程
的
変
化
の
認
識
、
㊧
北
側
か
ら
の
第
三
世
界
へ
の
積
極
的
・
建
設
的
ア
プ
ロ
ー
チ
、
画
北
側
諸
国
か
ら
対
話
へ
の
努
力
、
㊨
南
北
。
東
西
の
統
合

　
的
ア
プ
ロ
ー
チ
の
認
識
、
と
い
つ
た
も
の
で
あ
る
（
竃
巴
o
巳
目
男
蚕
器
ひ
．
．
目
o
げ
臼
＜
o
卑
p
q
げ
m
〈
o
譜
9
．
．
・
卜
黛
。
。
壁
恥
ミ
Q
誉
冒
ζ
ω
ポ
ご
Go
目
）
。

（
5
）
　
近
年
、
各
種
の
報
告
書
が
、
ア
ジ
ア
の
工
業
化
の
現
況
、
な
い
し
は
豪
州
・
東
南
ア
ジ
ア
と
の
貿
易
が
与
え
る
影
響
に
つ
い
て
取
り
扱
う
よ
う
に
な
つ
て
い
る
。
例
え
ば
、

　
団
ξ
⑦
霊
9
冒
費
の
ぼ
網
国
8
9
B
一
〇
ω

（
田
国
）
〔
這
お
ど
冒
身
馨
藁
》
器
諺
訂
9
①
O
o
目
営
訂
巴
o
昌
〔
一
鶏
岱
o
拝
ω
ミ
ω
田
〔
這
c
。
昌
o
げ
φ
　
報
告
書
の
一
つ
は
、
「
東

　
ア
ジ
ア
お
よ
び
東
南
ア
ジ
ア
に
お
け
る
新
し
い
工
業
化
諸
国
は
、
輸
出
志
向
型
工
業
化
を
目
ざ
し
て
お
り
、
そ
の
発
展
は
、
特
に
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
と
つ
て
重
要
で
あ
る
（
切
国

　
〔
一
〇
〇
。
昌
P
禽
。
）
」
と
指
摘
し
て
い
る
。

（
6
）
　
産
業
助
成
委
員
会
の
レ
ポ
ー
ト
は
次
の
よ
う
に
言
う
。
　
「
開
発
途
上
国
に
対
し
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
が
厳
し
い
貿
易
制
限
を
課
し
続
け
る
な
ら
ば
、
彼
ら
は
、
他
の
発
展
の
た

　
め
の
手
段
（
輸
出
国
）
を
捜
す
だ
ろ
う
。
ま
た
、
近
年
、
輸
入
制
限
を
大
ぎ
く
緩
和
し
は
じ
め
た
多
く
の
開
発
途
上
国
は
、
し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
方
向
を
変
え
る
こ
と
と
な
ろ

　
う
」
（
一
》
O
〔
這
ミ
〕
P
ω
o
。
，
）
。
東
南
ア
ジ
ア
の
発
展
を
助
け
る
と
い
う
立
場
に
た
て
ば
、
レ
ポ
ー
ト
の
主
張
の
通
り
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
。
ま
た
、
太
平
洋
国
家
と
し
て
の
認

　
識
か
ら
保
護
政
策
を
見
直
す
こ
と
が
公
で
論
じ
ら
れ
て
い
る
（
添
§
饗
ミ
ご
ド
国
島
ε
凱
無
》
置
信
雪
ω
ザ
這
o。
一
）
。

（
7
）
　
産
業
助
成
・
保
護
政
策
の
目
的
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
　
「
第
一
は
、
国
内
産
業
の
製
品
を
国
内
市
場
に
お
け
る
輸
入
品
と
の
競
争
に
耐
え
う
る
よ
う
に
す
る
こ
と
、
そ
し
て

　
第
二
は
、
以
上
の
結
果
と
し
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
諸
資
源
の
有
効
利
用
、
経
済
成
長
、
完
全
雇
用
、
所
得
の
再
配
分
、
収
支
均
衡
の
達
成
、
税
収
入
の
増
大
を
達
成
す
る
こ
と
に

　
あ
る
」
倉
》
O
〔
一
鶏
凸
P
一
ρ
）
。
注
意
す
べ
ぎ
こ
と
は
単
に
、
産
業
助
成
と
い
う
狭
い
観
点
か
ら
考
え
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

（
8
）
　
以
下
の
議
論
は
、
関
税
政
策
の
悪
い
側
面
を
強
調
し
す
ぎ
る
傾
向
が
強
い
。
実
際
、
関
税
は
全
体
的
に
下
降
し
て
い
る
し
、
助
成
策
も
緩
や
か
に
な
り
、
輸
出
指
向
、
生
産
性

　
向
上
へ
の
努
力
を
進
め
て
ぎ
て
い
る
こ
と
、
関
税
等
保
護
政
策
の
効
果
も
十
分
認
め
ら
れ
て
い
る
、
と
い
う
事
実
は
た
し
か
に
存
在
す
る
。
し
か
も
、
人
ロ
一
千
五
百
万
前
後
の

　
人
口
規
模
は
、
思
い
切
つ
た
合
理
化
を
す
る
に
は
小
さ
す
ぎ
る
と
い
う
こ
と
、
ま
た
、
多
国
籍
企
業
の
多
い
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
場
合
、
東
南
ア
ジ
ア
方
面
へ
の
進
出
は
、
系
列
会

　
社
が
既
に
進
出
し
て
い
る
場
合
が
多
く
、
大
規
模
な
海
外
市
場
を
目
ざ
し
て
の
大
幅
な
投
資
・
合
理
化
が
や
り
に
く
い
と
い
う
こ
と
も
あ
ろ
う
。
す
べ
て
の
こ
と
を
関
税
を
は
じ
め

　
と
す
る
産
業
助
成
策
に
原
因
が
あ
る
と
い
う
こ
と
は
言
え
な
い
だ
ろ
う
（
馨
野
〔
一
九
七
四
〕
八
ー
一
〇
頁
）
。
こ
こ
で
の
議
論
は
、
傾
向
と
し
て
助
成
率
を
高
め
て
い
る
産
業
で
、

　
か
つ
日
本
・
東
南
ア
ジ
ア
貿
易
と
関
連
す
る
産
業
を
念
頭
に
お
い
て
b
る
と
考
え
て
よ
い
。

54



（
9
）
　
産
業
助
成
委
員
会
の
レ
ポ
ー
ト
の
数
字
に
依
拠
し
て
」
自
動
車
産
業
に
対
し
て
次
の
こ
と
が
よ
く
主
張
さ
れ
る
。
　
「
産
業
助
成
に
基
く
保
護
の
た
め
に
値
あ
が
り
す
る
商
品
を

　
購
入
す
る
消
費
者
は
、
年
間
一
〇
億
ド
ル
も
の
税
を
支
払
つ
て
い
る
の
と
同
じ
で
あ
り
、
全
製
造
業
で
は
六
〇
億
ド
ル
支
払
つ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
依
然
と

　
し
て
低
い
生
産
性
の
ま
ま
で
あ
る
。
六
〇
億
ド
ル
と
い
う
と
政
府
の
所
得
税
収
入
の
約
半
分
に
当
る
の
だ
」
（
円
o
ω
の
臼
9
0
塁
り
魯
織
醤
塁
ミ
ミ
ミ
醤
恥
窺
恥
ミ
ミ
℃
Z
o
奉
臼
σ
禽

　
置
覧
O
o
o
一
）
η

（
1
0
）
　
労
働
組
合
の
最
近
の
争
議
原
因
を
み
る
と
、
｝
九
七
〇
f
七
八
年
の
労
働
損
失
日
数
の
五
二
・
五
パ
ー
セ
ン
ト
が
賃
金
・
労
働
時
間
・
休
暇
（
後
二
者
の
占
め
る
割
合
は
大
変

　
小
さ
い
）
に
原
因
が
あ
る
。
労
働
争
議
の
継
続
日
数
も
、
平
均
的
日
数
二
・
七
日
に
比
べ
七
長
い
（
四
・
九
日
）
。
後
者
の
数
字
は
一
九
七
七
年
の
も
の
で
あ
る
が
、
争
議
の
中
心

　
間
題
で
あ
る
こ
と
は
現
在
で
も
間
違
い
が
な
い
（
℃
一
〇
薯
膏
弩
U
Φ
Φ
曼
や
三
魯
醇
〔
ご
o
o
8
℃
P
q
N
ー
紹
．
即
P
8
9
）
。

（
1
1
）
　
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
・
ド
ル
の
切
上
げ
．
切
下
げ
も
輸
入
業
者
、
輸
出
業
者
そ
し
て
国
内
生
産
業
者
・
消
費
者
の
各
々
に
異
な
つ
た
結
果
を
も
た
ら
す
も
の
で
あ
り
、
関
税
保
護

　
の
問
題
と
と
も
に
多
く
の
議
論
を
生
ん
で
い
る
。
全
体
と
し
て
切
下
げ
へ
の
要
求
が
強
い
が
、
政
府
は
貿
易
収
支
の
均
衡
維
持
を
目
標
と
し
て
当
面
は
反
対
し
て
い
る
よ
う
で
あ

る
。
輸
出
業
者
壱
国
内
製
造
業
界
は
、
保
護
・
助
成
問
題
で
は
対
立
す
る
が
、
切
下
げ
要
求
で
は
一
致
し
て
い
る
よ
う
だ
（
⇔
随
亀
ミ
免
ミ
ミ
ミ
§
晦
輿
ミ
Q
ミ
男
3
旨
四
昌
q
藁
O
G
Q
一
）
。

（
⑫
）
　
こ
の
保
護
貿
易
か
、
自
由
貿
易
か
の
問
題
は
す
で
に
み
た
よ
う
に
歴
史
的
に
古
い
が
、
一
九
八
四
年
か
ら
の
自
動
車
産
業
の
保
護
・
助
成
策
を
め
ぐ
つ
て
一
九
八
一
年
の
中
期

　
か
ら
年
末
ま
で
か
し
ま
し
い
議
論
が
起
ぎ
た
。
ま
た
、
産
業
助
成
委
員
会
の
公
聴
会
に
対
す
る
様
々
な
反

応
か
ら
次
の
よ
う
な
対
立
図
式
が
描
け
る
よ
う
で
あ
る
。
全
体
と
し
て
、
鉱
物
資
源
輸
出
業
界
、
農
業
・

牧
畜
輸
出
業
界
と
い
つ
た
輸
出
関
係
者
は
、
産
業
助
成
を
減
少
さ
せ
る
こ
と
を
望
み
、
製
造
工
業
界
、
金

　
融
業
界
と
い
つ
た
国
内
市
場
依
存
産
業
は
保
護
の
維
持
を
望
ん
で
い
る
と
い
え
よ
う
。
従
来
は
、
製
造
工

　
業
界
に
は
関
税
保
護
を
、
農
業
・
牧
畜
業
界
は
補
助
金
助
成
、
鉱
山
業
界
に
は
税
金
・
ロ
イ
ヤ
ル
テ
ィ
等

　
の
割
引
ぎ
、
と
い
つ
た
過
保
護
な
体
系
を
維
持
し
て
い
た
が
、
今
日
で
は
そ
の
方
式
は
不
可
能
と
な
つ
た

　
と
い
え
よ
う
。
ま
た
、
同
じ
産
業
界
で
も
対
立
し
複
雑
な
様
相
を
示
す
。
そ
の
上
に
、
資
源
の
富
裕
な
州

　
（
N
S
W
、
A
、
Q
L
D
）
と
そ
う
で
な
い
州
（
V
I
C
、
T
A
S
、
S
A
）
と
の
間
の
利
害
対
立
も
深

　
ま
つ
て
く
る
こ
と
と
な
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
最
近
の
動
向
を
要
約
し
た
言
o
H
ξ
鈷
一
爵
の
論
説
を
参
照

　
（
』
§
ミ
ミ
ご
ド
一
き
琶
昌
一
〇
。
藁
㊤
o
。
N
）
。

（
1
3
）
　
強
制
仲
裁
委
員
長
は
、
＝
九
七
〇
年
の
石
油
産
業
賃
金
決
定
の
際
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　
「
国
民
賃
金
裁
定
の
際
の
重
要
な
概
念
は
以
下
の
も
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
増
大
す
る
利
益
は
労
働
者
の

　
全
体
で
分
配
す
べ
ぎ
で
あ
つ
て
、
利
益
を
あ
げ
た
一
部
の
産
業
の
労
働
者
の
み
で
分
配
す
べ
ぎ
も
の
で
は

　
な
い
。
総
じ
て
平
等
主
義
に
長
く
立
脚
し
て
ぎ
た
こ
の
国
で
は
、
仲
裁
の
際
に
こ
の
考
え
方
に
も
と
づ
く

　
の
は
目
新
ら
し
い
こ
と
で
は
な
い
」
（
勺
一
〇
名
竃
四
P
U
o
o
高
印
密
昌
巽
〔
ち
G
。
O
〕
P
8
0
よ
り
引
用
）
。

（
14
）
　
強
制
仲
裁
制
度
に
対
す
る
直
接
の
不
満
に
よ
る
争
議
は
、
産
業
に
よ
つ
て
は
大
ぎ
な
割
合
を
占
め
て

　
い
る
（
下
表
）
。

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
歴
史
的
発
展
と
現
代
の
諸
間
題
（
三
・
完
）

　　労働争議の原因（ニュー・サゥス・ウェールズ列
　　　　　　　　　建設業、1976－78）

　　　　　（原因）　　　　　　　（％）

賃金、労働条件、給付　　　　　　　30

経営者の言動・態度（解雇）　　　　　29

調停・仲裁　　　　　　　　　　　　22

難輪　1）
労働組合　　　　　　　　　　　　　12

社会福祉　　　　　　　　　　　　　5

その他　　　　　　　　　　　　　2

五
五
　
　
（

0
　
7

0
　
2

1
　
2

r
計
数

　
実

　
議

合
争

資料出所・Frenkel　and　Coolican，Competit1on，‘lnsta－
　　　　　　　bility　　and　Industrial　Stエuggle　in　the

　　　　　　　NewSouthWales　Constmctio豆Industly，，
　　　　　　　㎞，　S．∫．Fエenke1（ed），1％4μ3ケガ‘z’Z【oガo％

　　　　　　　1980，p．33．
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オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
歴
史
的
発
展
と
現
代
の
諸
問
題
（
＝
τ
完
）

五
六
　
　
（

五
六
）

（
1
5
）
　
一
九
七
五
年
か
ら
八
一
年
ま
で
の
委
員
会
は
物
価
指
標
賃
金
決
定
方
式
（
妻
茜
Φ
冒
号
醤
江
自
）
を
採
用
し
た
が
、
賃
金
水
準
を
決
定
す
る
際
、
物
価
上
昇
水
準
に
即
応
し

　
た
賃
上
げ
を
認
め
る
よ
り
も
（
完
全
指
標
即
応
方
式
男
巳
＝
呂
Φ
臣
江
呂
）
、
多
少
低
目
の
水
準
に
す
る
傾
向
、
す
な
わ
ち
「
部
分
的
物
価
指
標
即
応
方
式
（
田
旨
猷
＝
注
震
暮
一
曾
）
」

　
を
採
用
す
る
こ
と
が
多
か
つ
た
（
曳
o
名
簿
ゆ
P
U
8
藁
馳
曳
践
魯
〔
這
c
。
8
忘
・
胎
爲
ー
鴇
一
）
。
こ
れ
は
、
経
済
全
体
の
動
き
を
考
慮
し
た
結
果
、
と
く
に
物
価
お
よ
び
労
働

　
費
用
上
昇
へ
の
影
響
を
考
え
た
か
ら
で
あ
る
が
、
こ
の
結
果
は
、
委
員
会
の
賃
金
水
準
指
標
の
枠
外
で
の
賃
金
交
渉
、
超
過
裁
定
お
よ
び
労
働
争
議
の
発
生
と
な
り
、
一
九
七
九
年

　
に
は
、
委
員
会
は
、
全
て
の
当
事
者
よ
り
不
満
を
申
し
立
て
ら
れ
る
こ
と
と
な
り
、
こ
の
方
式
へ
の
信
頼
が
薄
れ
、
ほ
ぽ
こ
の
方
式
は
用
を
な
さ
な
い
と
感
じ
ら
れ
た
。
こ
れ
が
、

　
一
九
八
一
年
七
月
の
物
価
指
標
依
存
方
式
を
廃
棄
し
た
一
つ
の
大
ぎ
な
理
由
で
あ
る
。
こ
の
物
価
指
標
と
賃
金
決
定
に
つ
い
て
は
、
国
o
毒
彗
雪
〔
這
c
。
ご
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
1
6
）
　
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
も
、
日
本
ほ
ど
で
は
な
い
が
企
業
規
模
に
従
つ
て
賃
金
格
差
が
あ
る
。
と
く
に
男
子
の
場
合
顕
著

　
で
あ
る
と
い
つ
て
よ
い
だ
ろ
う
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
賃
金
決
定
に
ま
つ
わ
る
労
使
問
題
も
複
雑
に
な
つ
て
く
る
こ
と
は

確
か
で
あ
ろ
う
（
下
表
）
。

（
1
7
）
　
一
九
八
一
年
七
月
の
、
賃
金
の
物
価
指
標
決
定
方
式
（
≦
帥
㎎
①
H
且
霞
暮
δ
三
種
の
賃
金
物
価
ス
ラ
イ
ド
決
定
方
式
）

　
の
廃
止
は
、
鉱
物
資
源
ブ
ー
ム
に
沸
く
産
業
に
主
に
属
す
る
労
働
組
合
の
圧
力
に
多
く
を
負
う
。
労
働
組
合
評
議
会
（
A
C

　
T
U
）
は
、
全
労
働
者
的
観
点
か
ら
こ
の
制
度
の
復
活
を
望
ん
で
い
る
。
政
府
は
、
産
業
政
策
、
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
対

　
策
、
組
合
交
渉
力
の
弱
化
の
観
点
か
ら
、
欧
米
式
集
団
交
渉
の
導
入
を
企
ん
で
復
活
に
反
対
し
て
い
る
。
一
部
の
労
働
組
合

　
は
、
弱
体
労
働
組
合
の
立
場
が
更
に
悪
く
な
る
こ
と
を
危
惧
し
て
い
る
（
添
§
壁
ミ
蔚
ミ
や
切
紀
軋
遣
塁
ミ
ミ
ミ
遣
晦
寅
ミ
ー

　ミ

ド
＞
ロ
㎎
q
9
ど
ご
G。
一
）
。

（
1
8
）
　
一
九
八
一
年
九
月
、
シ
ド
ニ
ー
に
お
け
る
労
働
組
合
評
議
会
（
昌
①
》
参
ぼ
巴
一
弩
O
o
信
昌
o
二
亀
↓
這
3
q
巳
o
霧
）

　
の
会
議
（
隔
年
毎
に
開
催
さ
れ
る
最
高
議
決
機
関
）
の
議
題
と
な
つ
て
労
働
組
合
の
注
目
を
あ
び
て
い
る
。
も
つ
と
も
、
七

　
日
か
ら
一
一
日
の
五
日
に
わ
た
る
会
議
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
最
終
日
、
昼
食
か
ら
帰
ら
ぬ
代
表
が
お
り
会
議
が
成
立
せ
ず
突

　
然
中
止
と
な
り
、
こ
の
議
題
の
十
分
な
議
論
は
な
さ
れ
な
か
つ
た
。
筆
者
は
、
フ
ォ
ー
ド
教
授
（
名
。
9
男
ε
P
d
巳
く
？

　
易
回
身
鑑
2
0
妻
ω
o
暮
げ
妻
毘
霧
）
の
好
意
の
も
と
出
席
を
許
可
さ
れ
た
。

（
1
9
）
　
こ
の
二
つ
の
概
念
的
区
別
は
、
た
い
へ
ん
暖
昧
で
議
論
が
多
い
。
連
邦
調
停
仲
裁
法
に
は
「
産
業
事
項
（
冒
身
ω
亭
一
巴

　
目
暮
a
鵠
）
と
は
、
労
使
関
係
の
維
持
に
関
す
る
全
て
の
事
項
…
…
そ
れ
は
、
＠
労
働
お
よ
び
な
さ
れ
る
べ
ぎ
仕
事
に
影

　
響
、
関
連
す
る
全
て
の
事
項
な
い
し
は
事
態
、
⑥
労
使
双
方
の
権
利
・
義
務
・
威
信
に
関
す
る
こ
と
…
…
」
　
（
器
ρ
交
一
）
）

　
と
あ
る
。
解
雇
、
雇
用
、
昇
進
、
配
転
等
は
経
営
者
の
先
決
事
項
と
な
つ
て
い
る
が
、
こ
の
暖
昧
さ
が
ト
ラ
ブ
ル
の
種
と
な

　
る
（
一
器
8
〔
這
oo
O
〕
P
ω
刈
）
。

（
2
0
）
　
外
交
・
国
防
の
専
門
家
は
次
の
よ
う
に
指
摘
す
る
。
　
「
第
二
次
世
界
大
戦
後
、
約
二
〇
年
に
わ
た
つ
て
、
オ
ー
ス
ト
ラ

　
リ
ア
は
均
衡
の
と
れ
た
軍
備
を
必
要
と
し
、
必
要
と
あ
ら
ば
、
英
国
な
い
し
は
米
国
の
指
揮
下
に
あ
る
連
合
軍
に
貢
献
し
、

企業規模別賃金格差（1981年3月）

女子（％）

95．4

93．8

96．3

96．8

97．4

100。0

男子（％》

　80．7

　83．6

　86．6

　92．2

　98．1

　100．0

女子（＄）男子（＄）

216．80

213．30

219．00

220．10

22ユ。50

227．30

259．60

268．90

278．60

296．50

315．50

321．60

男子　20人以下

　　　　20～50

　　　　50～100

　　　　100～500

　　　　500～1，000

　　　1，000人以上

220．20295．50合計
資料出所；Austlalian　B皿ean　of　Statistics，E礎％初g3σ％4厚o％甥o．ノE卿ヵJo一

　　　　　　　ッθθs　Dガ5ケ加’io％砿4Co卿力os躍oπ，Australia，　May1981p、7、
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地
域
的
防
衛
責
任
の
新
し
い
概
念
に
見
合
つ
た
活
動
を
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
と
考
え
て
い
る
。
こ
れ
は
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
か
ら
戦
略
的
に
離
れ
た
と
こ
ろ
か
ら
で
も
敵
を
圧
倒
す
る
能

　
力
を
持
つ
大
国
を
中
心
と
し
た
連
合
軍
に
守
つ
て
も
ら
う
、
そ
れ
故
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
外
交
的
努
力
は
、
こ
の
援
助
を
受
け
る
た
め
に
な
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
、
と
い
う
固
い
信

　
念
と
結
び
つ
い
て
い
る
」
（
ω
岸
》
客
『
彊
層
↓
”
昌
的
ρ
ω
①
貸
o
げ
O
o
ロ
ニ
昌
q
Φ
の
8
U
9
宣
o
勺
置
o
Φ
一
口
巧
〇
二
F
亀
黛
無
唖
ミ
誉
醤
、
き
轄
蕊
竃
ミ
勘
恥
ミ
Φ
ミ
｝
鼠
ゆ
容
び
一
ρ
H
拐
N
）
。

　
こ
れ
は
現
在
の
フ
レ
イ
ザ
ー
政
権
の
固
い
信
念
と
も
な
つ
て
い
る
。

（
2
1
）
　
フ
ォ
ー
ド
お
よ
び
そ
の
協
力
者
に
よ
る
調
査
は
次
の
よ
う
に
指
摘
す
る
。
「
移
民
は
、
労
働
環
境
（
肉
体
的
・
物
理
的
）
で
み
て
も
、
ま
た
賃
金
で
み
て
も
最
低
、
ま
た
は
げ

　
し
い
肉
体
労
働
を
必
要
と
し
人
の
や
り
た
が
ら
ぬ
仕
事
を
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
よ
う
な
製
造
業
に
従
事
し
て
い
る
。
労
働
条
件
の
比
較
的
良
い
資
本
集
約
工
業
に
お
い
て
は
、
移
民
労
働

　
者
の
割
合
は
低
い
」
（
9
毒
恥
問
o
透
9
巴
噛
〔
這
ざ
〕
娼
●
8
）
。
不
熟
練
職
種
へ
の
新
移
民
（
東
欧
・
南
欧
系
を
中
心
に
）
の
集
中
が
行
な
わ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
た
だ

　
し
、
移
民
と
『
口
に
言
つ
て
も
、
英
語
圏
諸
国
お
よ
び
北
西
ヨ
下
ロ
ッ
パ
（
ド
イ
ツ
、
オ
ラ
ン
ダ
な
ど
）
か
ら
の
移
民
、
東
欧
か
ら
の
難
民
、
南
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
（
イ
タ
リ
ア
、
ギ
リ

　
シ
ャ
な
ど
）
か
ら
の
移
民
と
で
は
、
そ
の
性
格
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
お
け
る
生
活
条
件
が
異
な
つ
て
お
り
、
そ
の
差
に
は
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
本
稿
で
は
最
近
の
東
南

　
ア
ジ
ア
か
ら
の
難
民
が
問
題
視
さ
れ
る
が
、
南
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら
の
難
民
、
そ
の
他
の
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
の
難
民
・
移
民
は
、
東
南
ア
ジ
ア
か
ら
の
難
民
・
移
民
と
と
も
に
比
較

　
的
苦
し
い
社
会
状
況
に
お
か
れ
て
い
る
と
い
つ
て
よ
い
で
あ
6
う
（
一
」
・
竃
貰
け
5
〔
お
oc
ご
o
戸
㎝
）
。

（
22
）
　
最
近
問
題
と
な
つ
て
い
る
の
は
、
鉄
道
作
業
従
事
者
の
う
ち
女
性
労
働
者
（
新
移
民
）
に
対
す
る
性
的
攻
撃
・
暴
行
の
報
告
で
あ
る
。
就
職
難
を
背
景
に
同
僚
労
働
者
、
上
可

　
に
強
制
さ
れ
る
場
合
が
多
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
現
在
、
ニ
ュ
ー
・
サ
ウ
ス
・
ウ
ェ
ー
ル
ズ
州
エ
ス
ニ
ッ
ク
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
調
査
委
員
会
「
昌
o
国
9
昌
o
O
o
臼
目
q
昆
氏
霧
．

　
O
自
ロ
o
亭
亀
Z
ω
妻
」
の
調
査
が
行
な
わ
れ
て
い
る
（
魯
駄
醤
塁
鼠
ミ
ミ
醤
随
鳶
ミ
ミ
罫
巧
Φ
身
霧
盆
ざ
2
0
奉
e
σ
2
⑲
9
ご
o
。
一
）
。

（
2
3
）
　
こ
の
論
争
は
、
ア
ジ
ア
か
ら
の
移
民
に
対
し
て
積
極
的
な
姿
勢
を
み
せ
よ
う
と
す
る
「
移
民
・
入
種
問
題
省
へ
爵
o
u
Φ
冨
宵
日
①
言
亀
一
旨
岳
㎡
冨
菖
o
b
き
α
国
9
巳
。

　
》
臣
巴
易
）
」
の
大
臣
マ
ク
フ
ィ
ー
お
よ
び
次
官
メ
ナ
デ
ュ
ー
と
、
「
雇
用
・
青
年
間
題
省
（
爵
①
U
Φ
冨
旨
目
Φ
暮
竃
国
跨
巳
o
『
唐
o
暮
き
α
K
o
5
ぴ
慶
鷺
巴
窃
）
」
の
大
臣
バ

　
イ
ナ
ー
と
の
間
に
生
じ
た
も
の
で
あ
る
。
前
者
が
移
民
熟
練
技
術
者
の
導
入
を
、
後
者
が
若
者
の
教
育
・
訓
練
の
充
実
を
主
張
し
、
安
易
な
移
民
政
策
を
批
判
し
て
い
る
（
碕
概
醤
塁

ミ。§§

晦
踏
ミ
黛
ミ
一
2
0
〈
①
巨
げ
震
8
｝
∪
①
8
箏
σ
Φ
さ
ω
し
O
G
。
ρ
毎
§
牒
ミ
鳶
§
、
U
Φ
8
目
げ
醇
ρ
お
G。
O
）
。

（
24
）
　
最
近
の
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
入
の
移
民
、
と
く
に
イ
ン
ド
シ
ナ
難
民
へ
の
基
本
的
態
度
を
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
タ
イ
ム
ズ
　
（
2
ミ
8
§
ミ
爲
§
禽
り
ω
8
ざ
9
び
黛
お
ε
H
O
L
O
o
o
一
）

　
の
調
査
（
夢
Φ
ω
ξ
二
く
毘
9
巧
露
ざ
訪
一
あ
身
巴
一
餌
）
か
ら
ま
と
め
る
と
以
下
の
よ
う
に
な
ろ
う
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
人
の
四
九
パ
ー
セ
ン
ト
は
、
率
直
に
「
人
種
差
別
国
」
で

　
あ
る
と
認
め
（
四
六
パ
ー
セ
ン
ト
は
否
定
）
、
四
八
パ
ー
セ
ン
ト
の
人
が
連
邦
政
府
に
よ
る
ア
ジ
ア
人
の
移
民
は
多
す
ぎ
る
と
感
じ
（
三
六
パ
ー
セ
ン
ト
は
適
当
と
考
え
て
い
る
）
、

　
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
人
種
構
成
は
、
英
語
国
民
を
中
心
に
と
考
え
る
者
が
五
五
パ
ー
セ
ン
ト
（
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
中
心
ー
一
三
パ
1
セ
ン
ト
、
混
合
人
種
・
文
化
ー
三
〇
パ
ー
セ
ン

　
ト
）
を
占
め
て
い
る
。
そ
し
て
二
ニ
パ
ー
セ
ン
ト
の
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
人
は
、
不
熟
練
労
働
者
の
仕
事
を
彼
ら
ア
ジ
ア
人
に
う
ば
わ
れ
る
だ
ろ
う
と
い
う
不
安
を
示
す
（
一
九
パ
ー

　
セ
ン
ト
は
何
の
心
配
も
な
い
と
考
え
て
い
る
が
、
他
は
何
ら
か
の
形
で
問
題
の
発
生
を
憂
慮
し
て
い
る
）
と
同
時
に
、
四
五
パ
ー
セ
ン
ト
の
人
が
人
種
間
緊
張
が
増
え
る
と
考
え
て

　
い
る
。
も
つ
と
も
、
一
〇
年
前
に
比
べ
る
と
、
人
種
間
緊
張
発
生
を
予
測
す
る
人
は
一
〇
パ
ー
セ
ン
ト
減
少
し
、
近
年
で
は
若
者
（
二
五
才
以
下
）
及
び
非
英
語
国
民
系
移
民
を
中

　
心
に
多
元
文
化
社
会
へ
の
期
待
（
そ
れ
ぞ
れ
六
五
パ
ー
セ
ン
ト
、
そ
し
て
七
五
パ
ー
セ
ン
ト
）
も
増
え
、
ア
ジ
ア
入
移
民
に
対
す
る
状
況
も
好
転
し
て
い
る
。
し
か
し
、
失
業
率
の

　
高
さ
を
考
え
る
と
楽
観
は
出
来
な
い
と
考
え
る
べ
ぎ
で
あ
ろ
う
（
P
N
co
－
8
し
。

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
歴
史
的
発
展
と
現
代
の
諸
問
題
（
三
・
完
）

五
七
　
　
（

五
七
）
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オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
歴
史
的
発
展
と
現
代
の
諸
問
題
（
三
・
完
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
八
　
　
（
　
　
五
八
）

（
2
5
）
　
こ
の
間
題
は
、
移
民
・
入
種
問
題
省
大
臣
マ
ク
フ
ィ
ー
と
労
働
党
党
首
ヘ
イ
デ
ン
の
論
争
と
し
て
、
八
｝
年
の
八
月
か
ら
九
月
に
か
け
て
新
聞
で
報
道
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　
な
お
、
こ
う
し
た
論
争
が
続
い
て
い
る
時
、
ダ
ー
ウ
ィ
ン
に
イ
ン
ド
シ
ナ
難
民
と
詐
称
し
た
タ
イ
伊
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
人
の
難
民
船
が
到
着
し
人
々
の
注
且
を
あ
び
た
。
結
局
、
経
済
的

　
難
民
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
大
半
が
強
制
送
還
さ
れ
た
。
マ
ク
フ
ィ
ー
と
ヘ
イ
デ
ン
の
論
争
の
要
約
は
以
下
参
照
（
≧
ミ
焼
§
ミ
爲
獣
塁
｝
ω
8
ざ
9
σ
9
⑬
？
山
O
。
も
P
1
8
’
）
。

（
2
6
）
　
同
化
政
策
の
限
界
が
認
識
さ
れ
は
じ
め
た
の
は
一
九
六
〇
年
代
の
中
頃
か
ら
で
あ
る
と
さ
れ
る
が
、
同
化
政
策
を
不
適
当
と
し
、
文
化
の
多
元
性
を
容
認
し
よ
う
と
す
る
多
元

　
文
化
主
義
を
政
府
、
野
党
が
積
極
的
に
支
持
し
始
め
た
の
は
一
九
七
〇
年
代
の
中
頃
で
あ
る
。
一
九
七
五
年
八
月
、
自
由
・
国
民
地
方
党
連
合
政
権
が
文
化
の
多
元
性
を
承
認
し
、

　
『
九
七
七
年
、
労
働
党
は
、
多
言
語
教
育
を
歓
迎
す
る
と
い
う
声
明
を
発
表
し
て
い
る
（
ζ
貸
試
♪
〔
お
お
〕
唱
』
刈
お
よ
び
》
国
○
・
》
同
》
P
一
S
O
も
」
一
●
）
。

（
2
7
）
　
こ
う
し
た
移
民
に
対
す
る
社
会
学
的
研
究
が
開
始
さ
れ
た
の
一
九
六
〇
年
代
後
半
と
さ
れ
て
い
る
が
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
人
の
新
移
民
へ
の
対
応
な
り
対
策
の
水
準
、
あ
る
い

　
は
そ
れ
ら
の
基
礎
と
な
る
移
民
問
題
へ
の
認
識
は
、
い
ま
だ
不
十
分
な
も
の
で
あ
る
と
同
時
に
、
移
民
側
の
態
度
・
価
値
も
そ
の
原
因
と
な
つ
て
い
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

　
（
困
餌
旨
日
〔
一
零
㏄
〕
印
〔
一
〇
〇。
一
〕
）
。

（
2
8
）
　
関
税
を
中
心
と
す
る
産
業
保
護
・
助
成
策
は
従
来
、
「
関
税
審
議
会
（
爵
①
↓
貸
博
跨
切
o
貸
e
」
が
行
な
つ
て
い
た
が
、
一
九
七
四
年
よ
り
「
産
業
助
成
委
員
会
（
爵
Φ
『
費
馨
昌

　
》
ω
ω
一
馨
き
8
0
0
目
彗
広
巴
9
）
」
に
改
組
・
拡
大
さ
れ
、
『
九
七
〇
年
代
中
頃
よ
り
本
格
的
な
検
討
を
行
な
う
た
め
の
公
聴
会
等
を
行
な
つ
て
い
る
が
、
現
情
は
、
委
員
会
の
政
策

　
答
申
は
十
分
政
府
に
よ
つ
て
採
用
さ
れ
て
い
る
と
は
い
え
な
い
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
二
つ
の
組
織
み
構
造
・
活
動
に
つ
い
て
は
以
下
参
照
、
谷
口
〔
一
九
七
五
及
び
一
九
七
六
〕
。

（
2
9
）
　
公
正
賃
金
比
率
と
は
次
の
よ
う
に
定
義
さ
れ
て
い
る
。
「
こ
の
教
義
（
＆
9
8
ぎ
Φ
）
は
、
委
員
会
に
よ
つ
て
次
の
よ
う
に
意
味
づ
け
ら
れ
る
。
異
つ
た
企
業
あ
る
い
は
産
業
で
働

　
く
雇
用
者
で
も
同
じ
仕
事
を
し
て
い
る
も
の
は
、
ど
の
点
か
ら
み
て
も
同
じ
額
の
賃
金
を
、
そ
の
企
業
な
い
し
は
産
業
の
支
払
い
能
力
と
関
係
な
く
受
け
と
る
べ
ぎ
で
あ
る
（
国
㌣

　
α
R
ぎ
8
活
凋
○
鵠
冒
費
暮
昌
9
器
這
ざ
と
（
引
用
は
、
り
一
〇
ミ
B
国
P
u
8
員
や
霊
昌
9
〔
ご
。
。
O
〕
署
。
8
①
1
8
ご
）
。
と
こ
ろ
で
、
同
一
職
種
あ
る
い
は
同
等
労
働
価
値
職

　
種
の
間
に
差
が
出
来
る
と
い
う
こ
と
は
、
他
方
で
、
異
職
種
間
の
賃
金
格
差
が
く
ず
れ
る
と
い
う
こ
と
で
も
あ
り
、
労
働
者
は
賃
金
格
差
の
維
持
を
求
め
て
運
動
を
起
こ
す
必
要
が

　
あ
る
。
基
本
賃
金
概
念
が
廃
止
さ
れ
る
一
九
六
七
年
ま
で
に
、
基
本
賃
金
の
支
払
わ
れ
る
最
低
の
ク
ラ
ス
か
ら
専
門
職
ま
で
…
二
〇
職
種
の
間
に
五
七
段
階
の
賃
金
比
率
（
名
m
鷺

　
勾
①
冨
菖
〈
三
霧
）
が
出
来
あ
が
つ
て
い
た
と
さ
れ
る
。
こ
れ
は
ま
た
威
信
の
格
差
体
系
で
も
あ
る
の
で
労
働
者
は
敏
感
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
　
（
勺
一
〇
毒
9
き
卑
巴
，
〔
這
G。
O
〕

　
b
P
諺
ω
l
N
8
’
）
。

（
3
0
）
　
保
守
党
政
府
は
、
よ
り
協
力
的
な
関
係
を
つ
く
る
た
め
に
、
企
業
別
組
合
（
8
唐
b
き
鴫
q
三
〇
房
ε
窪
3
愚
臨
器
∈
凱
o
霧
）
方
式
の
導
入
を
提
案
。
こ
れ
は
、
労
働
争
議
の

　
増
大
と
賃
上
げ
要
求
の
高
さ
、
ま
た
組
合
同
士
の
紛
争
に
業
を
煮
や
し
た
政
府
の
苦
肉
の
策
で
あ
る
が
、
労
働
組
合
・
経
営
者
と
も
本
気
で
取
り
扱
つ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。
政

　
府
は
企
業
別
組
合
を
土
台
と
し
た
集
団
交
渉
方
式
を
考
え
て
い
る
よ
う
だ
。
政
府
の
本
音
は
労
働
組
合
の
弱
体
化
に
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
』
§
壁
ミ
帖
§
、
ミ
Q
ミ
焼
ミ

　淘

魯
蔚
§
ζ
貰
o
げ
ご
り
這
o
o
P
け
『
Φ
q
昆
o
ロ
妻
巽
ω
ω
を
参
照
。

（
31
）
　
シ
チ
イ
半
島
出
兵
に
つ
い
て
、
保
守
党
お
よ
び
野
党
党
主
の
態
度
は
以
下
参
照
。
保
守
党
党
首
M
・
フ
レ
イ
ザ
】
、
、
》
霧
ξ
巴
冨
磐
q
g
o
竃
箆
亀
Φ
国
曽
馨
げ
属
寓
巴
8
日

　
閏
旨
器
さ
．
的
史
亀
ミ
紀
ミ
ミ
ミ
§
偽
鴫
ミ
ミ
織
、
Z
o
お
B
σ
2
ρ
這
o
o
一
、
野
党
党
主
B
・
ヘ
イ
デ
ン
、
．
＞
賃
ω
ぼ
象
寅
四
昌
儀
9
⑦
ζ
箆
巳
o
創
”
ω
け
σ
『
哩
＝
缶
画
『
号
F
、
防
史
亀
ミ
塁

偽
園
ミ
ミ
斜
2
0
葛
目
び
9
嵩
｝
這
G
。
一
。
シ
ナ
イ
半
島
へ
の
出
兵
は
、
｝
O
月
一
こ
日
に
政
府
内
で
決
定
し
て
い
る
（
的
紀
魁
蕊
塁
ミ
o
ミ
遣
偽
鴫
ミ
ミ
き
0
9
3
Φ
擁
8
悔

　
一
㊤
c。
目
）
。
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（
32
）
　
一
九
八
一
年
の
暮
ま
で
に
決
定
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
自
動
車
保
護
政
策
へ
の
政
府
の
態
度
に
大
ぎ
な
影
響
力
を
与
え
る
た
め
、
G
M
H
自
動
車
会
社
と
労
働
組
合
は
協
力
し
つ
つ

　
各
新
聞
に
保
護
政
策
の
撤
廃
反
対
の
全
面
広
告
を
出
し
た
。
め
つ
た
な
こ
と
で
は
協
力
し
な
い
二
つ
の
グ
ル
ー
プ
の
協
力
は
人
々
の
注
目
を
引
い
た
。
自
動
車
業
界
は
、
保
護
緩
和

　
へ
の
警
告
と
し
て
、
組
立
工
場
、
部
品
メ
ー
カ
ー
あ
わ
せ
て
二
〇
万
入
の
仕
事
が
奪
わ
れ
る
と
宣
伝
を
続
け
た
（
温
器
讐
ミ
貯
ド
》
但
碗
ロ
9
曽
藁
り
o
。
一
）
。

（
3
3
）
　
連
邦
政
府
は
、
大
学
教
育
に
お
け
る
授
業
料
免
除
の
現
行
制
度
を
廃
止
し
年
額
千
五
百
ー
二
千
ド
ル
ほ
ど
の
授
業
料
復
活
と
教
育
予
算
カ
ッ
ト
を
予
定
し
、
現
国
会
（
八
一
ー

　
八
二
年
）
で
大
論
議
を
呼
ん
で
い
る
。
現
在
は
、
私
費
海
外
留
学
生
、
大
学
院
が
す
で
に
授
業
料
を
支
払
わ
ね
ば
な
ら
な
く
な
つ
て
い
る
。

（
34
）
　
一
九
八
一
年
＝
一
月
下
旬
、
自
動
車
産
業
の
保
護
政
策
に
対
す
る
政
府
の
態
度
は
、
輸
出
指
向
を
め
ざ
す
点
で
進
展
が
み
ら
れ
た
が
、
全
体
と
し
て
高
度
保
護
政
策
を
維
持
す

　
る
も
の
で
あ
つ
た
。
そ
の
決
定
の
際
、
政
府
内
・
保
守
党
内
で
も
意
見
が
分
か
れ
た
が
、
国
防
的
観
点
か
ら
保
護
を
訴
え
た
国
防
大
臣
の
意
見
も
大
き
く
作
用
し
た
と
報
告
さ
れ
て

　
い
る
。
こ
れ
ら
の
間
題
に
つ
い
て
は
、
一
九
八
一
年
一
二
月
ニ
ニ
日
の
各
紙
及
び
≧
ミ
ご
§
ミ
§
§
題
魯
U
o
8
目
σ
醇
ミ
f
富
ロ
奉
昌
P
這
o
。
ρ
P
ω
を
参
照
さ
れ
た
い
。

〔六〕

あ
と
が
ぎ
ー
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
課
題

　
本
研
究
に
お
い
て
大
ま
か
な
歴
史
的
把
握
と
と
も
に
今
日
の
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
社
会
問
題
の
い
く
つ
か
が
示
さ
れ
た
。
今
ま
で
の
議
論
を
手

短
か
に
要
約
し
つ
つ
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
社
会
変
動
の
基
本
的
枠
組
を
提
示
し
て
本
研
究
を
閉
じ
た
い
と
思
う
。

　
一
七
八
八
年
か
ら
一
八
三
〇
年
代
に
か
け
て
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
は
一
般
植
民
地
と
し
て
発
展
す
る
基
盤
を
整
え
、
そ
の
後
、
羊
毛
輸
出
産
業

及
び
ゴ
ー
ル
ド
・
ラ
ッ
シ
ュ
を
挺
と
し
て
国
内
工
業
の
発
展
を
み
た
。
長
期
的
好
景
気
の
も
と
群
を
抜
く
生
活
水
準
を
達
成
し
た
が
、
一
』
八
九
〇

年
代
の
大
不
況
を
転
機
と
し
て
、
こ
の
生
活
水
準
を
防
衛
・
保
護
す
る
た
め
の
様
々
な
政
策
が
完
成
し
た
。
一
九
〇
一
年
の
連
邦
結
成
に
よ
り
そ

の
枠
組
が
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
全
体
に
あ
て
は
め
ら
れ
た
。
そ
れ
ら
の
政
策
は
、
O
国
防
政
策
、
⇔
保
護
貿
易
・
産
業
助
成
策
、
㊧
強
制
仲
裁
制
度
、

㊨
移
民
制
限
（
白
豪
主
義
）
政
策
で
あ
つ
た
。
こ
れ
ら
の
政
策
は
、
高
い
生
活
水
準
を
維
持
・
防
衛
す
る
と
と
も
に
、
誉
高
き
大
英
帝
国
の
臣
民
と

し
て
イ
ギ
リ
ス
文
明
を
頂
点
と
す
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
文
明
を
世
界
の
地
の
果
て
で
あ
る
対
踪
地
に
移
植
す
る
こ
と
で
あ
つ
た
。
そ
の
た
め
に
は
、
ア

ジ
ア
・
南
太
平
洋
の
劣
等
民
族
に
よ
る
全
て
の
脅
威
を
取
り
除
く
必
要
が
あ
り
、
移
民
制
限
を
中
心
と
す
る
白
豪
政
策
が
正
当
化
さ
れ
、
ア
ジ
ア

ヘ
の
鎖
国
を
維
持
し
て
き
た
の
で
あ
つ
た
。

　
　
　
　
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
歴
史
的
発
展
と
現
代
の
諸
間
題
（
三
・
完
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
九
　
　
（
　
　
五
九
）
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第6－1図　現代オーストラリアの社会変動基本図式
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し
か
し
、
第
二
次
大
戦
後
、
と
く
に
一
九
六
〇
年
代
、
七
〇
年
代
に

な
る
と
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
が
経
済
・
政
治
・
軍
事
面
に
お
い
て
英
国

か
ら
遠
の
き
米
国
と
の
関
連
を
強
め
る
一
方
、
太
平
洋
国
家
と
し
て
の

自
覚
に
目
ざ
め
日
本
・
東
南
ア
ジ
ア
と
の
関
連
を
深
め
る
よ
う
に
な
る

と
、
従
来
の
保
護
・
防
衛
政
策
の
廃
棄
・
見
直
し
を
必
要
と
す
る
よ
う

に
な
つ
た
。
こ
れ
が
今
日
の
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

　
今
目
の
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
が
直
面
し
て
い
る
問
題
は
、
長
い
ア
ジ
ア

に
対
す
る
鎖
国
政
策
か
ら
開
国
政
策
に
転
換
し
た
あ
と
の
加
速
化
す
る

国
際
関
係
の
変
化
に
対
応
す
る
た
め
の
社
会
－
文
化
変
動
（
ω
a
。
自
ド

仁
邑
魯
昏
α
q
Φ
）
に
直
面
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
変
動
の
原

動
力
は
二
つ
あ
る
。
第
一
は
、
非
英
語
国
民
（
ヨ
ー
・
ッ
パ
・
ア
ジ
ア
人

を
中
心
と
す
る
）
の
移
民
増
加
に
よ
る
多
元
文
化
主
義
化
（
馨
年
2
巨
－

邑
討
ぎ
p
）
で
あ
り
、
第
二
は
、
ア
ジ
ア
の
工
業
化
諸
国
・
先
進
工
業

諸
国
と
の
国
際
競
争
へ
の
対
応
の
た
め
の
高
度
産
業
化
社
会
（
汐
撃

一
＆
蚤
器
評
畳
・
）
へ
の
変
化
の
圧
力
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
オ
ー
ス
ト

テ
リ
ア
が
長
い
時
間
を
か
け
て
作
り
あ
げ
て
き
た
伝
統
的
ア
ン
グ
ロ
・

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
文
化
が
動
揺
む
経
験
し
て
い
る
と
い
え
る
の
で
あ
る

（
第
6
1
1
図
）
。
そ
の
変
化
の
衝
撃
は
、
下
層
社
会
に
停
留
し
、
そ
の
後
、
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世
代
内
・
世
代
間
の
社
会
移
動
を
通
し
て
上
層
入
と
進
む
移
民
の
移
動
パ
タ
ー
ン
に
従
つ
て
、
下
層
か
ら
上
層
へ
と
進
ん
で
行
く
。
こ
の
変
化

は
、
個
々
の
社
会
的
組
織
に
お
い
て
も
同
様
で
あ
る
。
む
ろ
ん
英
語
を
あ
く
ま
で
も
基
本
と
す
る
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ァ
故
に
、
ア
ソ
グ
・
・
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
文
化
の
持
つ
同
化
能
力
を
軽
視
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
。
し
か
し
、
脱
産
業
化
・
高
度
産
業
化
へ
の
衝
撃
は
、
こ
う
し
た
移
民
を
も
含

ん
で
更
に
大
き
な
社
会
変
動
を
も
も
た
ら
す
に
違
い
な
い
。

　
と
こ
ろ
で
、
問
題
の
解
決
は
む
ろ
ん
の
こ
と
大
変
難
か
し
い
。
そ
れ
は
単
に
、
社
会
変
動
の
衝
撃
力
が
巨
大
な
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
だ
け

で
な
く
、
従
来
の
消
極
的
な
、
す
な
わ
ち
生
活
防
衛
・
現
状
維
持
を
強
調
し
す
ぎ
新
し
い
環
境
変
化
に
対
応
し
ぎ
れ
な
く
な
つ
た
保
護
・
防
衛
政

策
と
そ
れ
を
支
え
て
き
た
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
伝
統
的
文
化
と
が
密
接
に
結
び
つ
い
て
社
会
的
・
文
化
的
拘
束
力
と
し
て
機
能
し
、
変
動
へ
の
対

抗
力
を
形
成
す
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
故
に
、
本
稿
に
示
さ
れ
た
諸
問
題
は
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
人
の
歴
史
的
で
消
極
的
な
保
護
・
防
衛
意
識
の

体
質
と
深
く
絡
み
合
い
、
一
朝
一
夕
に
解
決
策
を
求
め
る
と
か
変
化
を
期
待
す
る
の
は
非
現
実
的
で
あ
る
。
し
か
し
、
多
元
文
化
主
義
化
及
び
脱

工
業
化
へ
の
積
極
的
な
転
換
・
挑
戦
と
、
そ
の
結
果
に
よ
る
大
ぎ
な
衝
撃
そ
の
も
の
の
着
実
な
理
解
と
と
も
に
、
社
会
－
文
化
変
動
の
妨
果
的
な

制
御
を
し
て
い
く
た
め
の
総
合
的
な
政
策
を
立
案
・
実
行
す
る
た
め
に
は
、
か
つ
て
の
ス
ク
ウ
ォ
ッ
タ
ー
達
あ
る
い
は
第
一
次
世
界
大
戦
時
の
ア

ン
ザ
ッ
ク
兵
士
の
如
き
勇
気
と
不
断
の
努
力
は
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
も
確
か
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
解
決
が
、
建
国
二
百
年
を
迎
え
、
更
に
発

展
を
め
ざ
そ
う
と
す
る
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
大
き
な
課
題
で
あ
る
。

　
囲
　
引
用
文
献
リ
ス
ト
は
第
五
五
巻
第
二
号
末
尾
参
照
の
こ
と
。

　
　
本
研
究
は
、
豪
日
交
流
基
金
の
援
助
に
よ
る
。
記
し
て
感
謝
し
た
い
。
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